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・２・2023年10月号

　
扇
状
地
で
水
は
け
が
良
く
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
降
水
量
が
少
な
い
須
坂

市
は
、
地
形
も
気
候
も
果
樹
栽
培
に
最
適
な
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
に
農
業
関
連
の
試
験
研
究
機
関
・
教
育
機
関
が
あ
り
、
技
術
力
の
高
い
果
樹
栽
培

が
行
わ
れ
、
全
国
有
数
の
果
物
産
地
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

果
物
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。
今
月
号
で
は
、
須
坂
市
の
果
物
生
産
の
状
況
、
果

物
生
産
・
消
費
に
関
わ
る
関
係
者
ら
の
思
い
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。

　

須
坂
市
農
産
物
販
売
農
家
数
の
80
％
以

上
を
果
樹
が
占
め
て
い
ま
す
（
円
グ
ラ
フ

参
照
）。
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
を
は
じ
め
、

モ
モ
、
ネ
ク
タ
リ
ン
、
ナ
シ
、
プ
ラ
ム
、

プ
ル
ー
ン
な
ど
多
く
の
果
樹
が
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
、

プ
ル
ー
ン
は
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生

産
量
を
誇
り
ま
す
。

　

須
坂
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
受
け

入
れ
件
数
が
４
年
連
続
で
県
内
１
位
で
す

（
２
０
１
８
年
度
～
22
年
度
）
。
返
礼
品

の
選
択
肢
に
さ
ま
ざ
ま
な
果
物
が
潤
沢
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
寄
附
者
の
９
割
が
返
礼

品
に
果
物
を
選
ん
で
い
ま
す
。

農産物販売農家数割合
（品目別）

2020年農林業センサス

高
い
果
物
生
産
力

大
人
気
！
須
坂
フ
ル
ー
ツ

稲 3.3％

果樹 88％

野菜 2.6％ その他 6.1％

　

ブ
ド
ウ
は
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

に
豊
洲
村
高
畑
で
ブ
ド
ウ
酒
用
の
栽
培

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
後
に
生
食
用
も

加
わ
り
、
製
糸
業
最
盛
期
の
１
９
２
０

年
代
に
は
工
女
ら
が
出
か
け
て
ブ
ド
ウ

を
買
い
求
め
、
こ
れ
が
評
判
を
呼
び
、

須
坂
駅
か
ら
農
園
行
き
の
バ
ス
が
出
る

ほ
ど
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
栽
培
も
同
時
期
の
１
８
８
９

年
に
始
ま
り
ま
す
が
、利
益
が
薄
く
、製

糸
業
の
隆
盛
と
と
も
に
養
蚕
用
の
桑
園

に
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、製
糸
業

の
不
振
で
栽
培
が
再
開
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
食
料
難
期
に
は
一
躍
脚
光

を
浴
び
、栽
培
農
家
が
激
増
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
頃
か
ら
、
バ
ナ
ナ
の
輸

入
拡
大
、
ミ
カ
ン
の
増
産
な
ど
を
受
け

リ
ン
ゴ
価
格
が
低
迷
す
る
と
、
高
価
格

で
台
風
に
も
強
い
ブ
ド
ウ
（
巨
峰
）
栽

培
が
急
速
に
広
ま
り
、
79
年
に
は
県
下

一
の
巨
峰
生
産
地
に
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
リ
ン
ゴ
は
食
味
が
良
く
高
価
格
の

新
品
種
（
つ
が
る
・
ふ
じ
）
へ
の
切
り
替

え
、
栽
培
の
省
力
化
が
進
み
ま
し
た
。

須
坂
市
ブ
ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
栽
培
史
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須坂市で作られているブドウ・リンゴ紹介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画像提供：長野県農政部

　須坂市では、大きな粒が特徴の「巨峰」

をはじめ、黒系、緑系、赤系に分けられ

るさまざまな品種のブドウが作られてお

り、甘さとうまみをぎゅっと蓄えたブドウ

が９月～10月にかけてそれぞれ旬を迎

えます。種がなく、皮ごと食べられる「ナ

ガノパープル」、「シャインマスカット」、

「クイーンルージュ®」は、合わせて「ぶど

う三姉妹®」と呼ばれ、贈答用などにも選

ばれています。

　須坂市は、 日本のリンゴ主要産地の中

では、 比較的早い時期にリンゴが成熟

する地域です。 蜜たっぷりの 「ふじ」 を

はじめ、 バラエティに富んだ品種が作ら

れており、 ８月～ 12 月にかけてそれぞ

れ旬を迎えます。 同時期に収穫できる長

野県産オリジナル品種の 「秋映」、 「シ

ナノスイート」、 「シナノゴールド」 は、 合

わせて 「りんご三兄弟 ®」 と呼ばれ、 見

た目の違い、 味の違いを楽しめます。

須坂市生まれの黒系ブドウ
です。種がなく薄い皮ごと
食べられます。

シャリっとした食感と酸味
の少ないあっさりした甘さ
が特徴です。

須坂市生まれの赤系ブドウ
です。シャインマスカット
を親に持ち、親譲りの爽や
かな香りと強い甘みが特徴
です。

しっかりとした甘みで果汁が多く、蜜
も入りやすい品種です。歯ごたえが良
いリンゴです。

バランスの良い甘酸っ
ぱさと強い香り、パ
リッとした食感が大人
気の品種です。

他にも、生食用として、高い糖度と爽
やかな食味の「ピオーネ」（黒系）、果
汁豊富な「ロザリオビアンコ」（緑系）、
濃厚な甘みと香りが楽しめる「クイー
ンニーナ」（赤系）などが作られてい
ます。

他にも、果汁豊富で食べやすい夏リン
ゴ「シナノリップ」（8月上旬～下旬）、
甘さが人気の「つがる」（8月下旬～9
月中旬）、酸味と甘みのバランスが良
い「あいかの香り」（10月下旬～11
月上旬）などが作られています。

大粒ブドウの元祖です。ブドウの中で
も根強い人気があり、香りが高く味が
濃厚なのが特徴です。

酸味が少なく甘さが際
立ち、果汁が多いのが
特徴で食べやすい品種
です。

甘く、適度な酸味もあ
り濃厚な味わいです。
サクサクとした食感も
人気です。

須坂市には
他にもおいしい
フルーツがたくさん
あります !!
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義
父
の
後
継
ぎ
と
し
て
、
20
代
後
半
か

ら
農
業
に
携
わ
り
、
現
在
ブ
ド
ウ
を
中
心

に
、
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
プ
ル
ー
ン
な
ど
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
果
樹
栽
培

が
好
き
で
、
特
に
北
信
五
岳
を
眺
め
な
が

ら
の
作
業
は
至
福
の
時
で
す
。
ま
た
、
で

き
た
作
物
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
は
大

き
な
や
り
が
い
で
す
。

　

須
坂
市
は
気
候
も
土
地
も
果
樹
栽
培
に

最
適
な
場
所
で
、
本
当
に
お
い
し
い
果
物

が
取
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で
私
の
地
域

　

果
樹
試
験
場
で
は
品
種
の
育
成
や
栽
培

技
術
の
開
発
を
担
っ
て
い
ま
す
。
リ
ン
ゴ

は
１
９
７
０
年
か
ら
品
種
育
成
を
始
め
て

10
品
種
、
ブ
ド
ウ
は
89
年
か
ら
始
め
て
２

品
種
を
育
成
し
ま
し
た
。
１
つ
の
品
種
を

育
成
す
る
の
に
十
数
年
か
ら
二
十
数
年
か

か
り
ま
す
。

　

試
験
場
の
品
種
育
成
は
生
産
者
や
消
費

者
と
の
対
話
か
ら
得
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
を

参
考
に
行
い
ま
す
。
た
だ
、
誕
生
し
た
新

し
い
品
種
は
赤
子
の
よ
う
な
存
在
で
あ

り
、
生
産
者
が
現
場
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
品
質
の
優
れ
た
果
物
へ
と
育
て
る
こ
と

で
、
そ
の
土
地
に
根
付
い
て
い
き
ま
す
。

　

品
種
育
成
の
実
例
を
紹
介
す
る
と
、
リ

ン
ゴ
は
、長
い
間
、早
生
種
の
つ
が
る
と
晩

生
種
の
ふ
じ
の
間（
９
月
～
11
月
）に
収
穫

で
き
る
優
良
品
種
が
な
く
、
こ
の
期
間
に

も
出
荷
し
た
い
と
い
う
生
産
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
と
シ
ナ
ノ
ゴ
ー

ル
ド
を
開
発
し
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
は
、従
来

は
巨
峰
が
中
心
で
し
た
が
、
皮
ご
と
食
べ

ら
れ
る
種
な
し
ブ
ド
ウ
の
ニ
ー
ズ
を
見
込

み
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
を
開
発
し
ま
し
た
。

国
内
初
の
黒
色
品
種
の
皮
ご
と
食
べ
ら
れ

る
種
な
し
ブ
ド
ウ
で
す
。
２
０
１
９
年
に

は
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
種
な
し
ブ
ド
ウ
の

中
で
も
、
他
と
差
別
化
で
き
る
赤
色
品

種
と
し
て
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
Ⓡ

を
開
発

し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
に
向
け
て
、
省
力
栽
培
の
方
法
を
開
発

し
普
及
す
る
と
と
も
に
病
害
虫
に
強
い
品

種
の
改
良
、
地
球
温
暖
化
に
適
応
す
る
技

術
の
研
究
な
ど
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

試
験
場
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
と
連
携

を
深
め
知
恵
を
出
し
合
い
、
さ
ら
な
る
果

樹
振
興
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

で
も
後
継
者
不
足
に
不
安
を
感
じ
、
十
数

年
前
か
ら
は
新
規
就
農
者
の
里
親
を
始
め

ま
し
た
。

　

里
親
と
言
っ
て
も
教
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
若
い
世
代
が
学
校
な
ど
で
習
っ
た
新

し
い
技
術
を
持
っ
て
き
て
く
れ
、
逆
に
教

わ
る
こ
と
が
多
い
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
十
数
人
が
独
り
立
ち
し
、
中
に
は
ブ

ド
ウ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
受
賞
し
た
メ

ン
バ
ー
も
い
て
、嬉
し
さ
と
、自
分
も
も
っ

と
努
力
し
な
け
れ
ば
と
良
い
刺
激
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
須
坂
市
に
は
県
果
樹
試
験
場
が

あ
り
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
や
県
農
業
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー
の
技
術
指
導
も
し
っ
か
り
し
て

い
て
、
栽
培
技
術
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
お

い
し
い
果
物
を
作
る
農
家
の
方
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
と
と
も

に
切
磋
琢
磨
し
、
よ
り
良
い
も
の
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
須
坂
市
の
お
い
し
い
果
物
を
、

た
く
さ
ん
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
、
果
樹
試
験
場
、
行

政
な
ど
と
連
携
し
て
、
土
壌
や
標
高
な
ど

に
応
じ
た
適
地
適
作
の
提
案
、
市
場
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
果
樹
の
推
奨
、
よ
り
品
質
の

高
い
果
物
を
生
産
す
る
た
め
の
技
術
指
導

や
講
習
会
な
ど
を
行
い
、
果
樹
栽
培
に
恵

ま
れ
た
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
地
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
須
坂
市
生
ま

れ
の
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
が
育
成
さ
れ
始
め

た
当
初
に
お
い
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

一
体
と
な
っ
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
立
派

な
品
種
に
育
て
上
げ
、
産
地
づ
く
り
に
尽

力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
の
営
農
生

活
を
支
え
る
た
め
に
市
場
動
向
を
見
な
が

長野県果樹試験場
（南小河原町）

場長　笹脇彰徳さん

Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
ブ
ロ
ッ
ク

農業　

後藤文夫さん（野辺町）

お
い
し
い
果
物
を
届
け
ま
す

新
品
種
で
果
樹
振
興

産
地
づ
く
り
に
取
り
組
む
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須
坂
創
成
高
等
学
校
園
芸
農
学
科
の
果

樹
コ
ー
ス
で
は
、
よ
り
良
い
果
樹
栽
培
を

目
指
し
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
を
中
心
に
学

ら
の
販
売
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
フ

ル
ー
ツ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
須
高
」
の
商
標
で
、

全
国
に
お
い
し
く
て
高
品
質
の
果
物
を
届

け
て
い
ま
す
。
毎
年
、
行
政
と
と
も
に
東

京
都
な
ど
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
行
っ

て
お
り
、
年
々
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営
農
セ
ン
タ
ー
長
の

青
木
紀
明
さ
ん
は
「
県
外
の
方
か
ら
は
〝
須

坂
市
の
果
物
は
他
で
は
食
べ
ら
れ
な
い

味
〟
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
全

国
に
誇
る
果
物
産
地
を
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
は
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
と
担
い

手
の
育
成
が
必
要
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
し
っ
か

り
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

須
坂
創
成
高
等
学
校
園
芸
農
学
科

ん
で
い
ま
す
。

　

ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
研
究
す
る
３
年
生
の

グ
ル
ー
プ
は
「
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
に
お
け
る

灌か
ん
す
い水

量
の
違
い
が
果
実
品
質
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
研
究
し
、
同
校
内
の
ハ
ウ
ス
で
ナ

ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
標

準
的
な
水
分
量
、
少
な
い
水
分
量
、
多
い

水
分
量
に
分
け
て
栽
培
し
、
成
熟
し
た
ブ

ド
ウ
の
糖
度
や
酸
度
を
調
べ
、
比
較
し
ま

す
。

　

生
徒
ら
は
「
灌
水
量
と
果
実
品
質
の
関

係
を
調
べ
て
、
品
質
の
良
い
ナ
ガ
ノ
パ
ー

プ
ル
の
栽
培
方
法
を
探
る
こ
と
が
目
的
」

と
話
し
、
嶋
田
大
輝
さ
ん
は
「
私
は
ブ
ド

ウ
が
大
好
き
な
の
で
、
こ
こ
で
し
っ
か
り

と
学
ん
で
将
来
は
ブ
ド
ウ
栽
培
を
や
り
た

い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
ン
ゴ
の
栽
培
を
研
究
す
る
別

の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
反
射
シ
ー
ト
の
有
無

や
収
穫
時
期
の
違
い
に
よ
る
果
実
の
色
づ

き
度
合
い
、
品
質
の
違
い
な
ど
を
調
べ
、

品
質
向
上
の
た
め
の
栽
培
方
法
を
探
る
ほ

か
、加
工
品
を
試
作
し
研
究
し
て
い
ま
す
。

成熟したブドウの糖度や酸度を

調べる生徒

フルーツセンター（共選所）での

選果の様子

未
来
に
向
け
て
学
ぶ

粒にハリがあり、白い粉（ブルーム）がつ
いているものを選びましょう。軸がしなび
ていないもの、房にしっかりと実がついて
いるものが良好です。

ブドウの糖分は、果糖とブドウ糖です。体
内ですばやくエネルギー源となるので、
疲れた体にもってこいの果物です。さらに
脳の栄養源でもあり、脳の働きを活発にし

ます。ビタミン、鉄、カリウム、食物繊維なども含ま
れます。また、赤系、黒系ブドウの皮には、抗酸化作
用のあるポリフェノールが多く含まれていますので、
洗って皮ごと食べるのがおすすめです。

皮の色が濃く、ハリとツヤがあって重量感
があるものを選びましょう。熟すにした
がって、皮の色が赤い品種は赤くなり、お
しりの部分の緑色が黄色がかってきます。

酸味の主成分は、リンゴ酸やクエン酸で、
胃液の分泌を促して消化・吸収を良くする
働きがあるといわれます。胃弱のときは、
皮を除いてすりおろして食べると良いで

す。クエン酸には疲れを緩和してくれる働きもありま
す。また、食物繊維が豊富です。皮に近い部分には抗
酸化作用のあるポリフェノールが多く含まれています
ので、洗って皮ごと食べるのがおすすめです。

須坂市学校給食センター栄養教諭

降籏優希さん
2022年11月１日

シナノゴールド

2022年10月４日

シャインマスカット

　須坂市のおいしい農産物を子どもたちに
味わってもらうため、毎年 JAながの、市
農林課と打ち合わせし、献立を考えていま
す。９月から11月は須坂市産のブドウや
リンゴを提供しており、子どもたちから人
気です。給食を通して地産地消の大切さを
学び、地域に親しんでほしいです。



2023年10月号 ・６・

　
歳
入
と
歳
出
に
よ
る
経
済
活
動

全
般
を
財
政
と
い
い
ま
す
。

　

市
税
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

の
ほ
か
、
借
入
金
に
あ
た
る
市
債

な
ど
に
よ
っ
て
、
福
祉
や
教
育
な

ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
道
路

や
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
を

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
の
決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
決
算
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
財
政
広
報
誌　

見
て
み
よ
う

須
坂
市
の
財
政
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
２
０
２
２
年
度
決
算
の
総
額
は
、

歳
入
が
３
１
２
億
８
８
９
８
万
円
、

歳
出
が
３
０
２
億
９
５
７
５
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
度
へ
繰
り
越
し
た

事
業
に
充
て
る
財
源
を
除
い
た
実

質
収
支
は
、
９
億
４
８
５
４
万
円

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
比
で
０
・
９

％
の
減
で
、
２
億
８
９
９
５
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
は
、
個
人
市
民
税
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
４
・
０
％

　
歳
出
総
額
は
前
年
度
比
で
０
・
６

％
の
減
で
、
１
億
６
８
８
８
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
、
子

ど
も
一
人
当
た
り
３
万
円
給
付
し

た
子
育
て
応
援
特
別
給
付
金
支
給

事
業
な
ど
の
「
民
生
費
」
が
最
も

多
く
、
全
体
の
27
・
９
％
を
占
め

て
い
ま
す
（
左
の
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

一
方
、
歳
出
を
性
質
別
で
見
る

と
最
も
多
い
の
は
「
人
件
費
」（
49

億
１
４
３
８
万
円
）
で
、
人
事
委

員
会
勧
告
な
ど
に
基
づ
く
給
与
改

定
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
・

４
％
の
増
で
、
６
６
０
９
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
多

か
っ
た
の
は
「
扶
助
費
」
で
、
国

の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

決
算
状
況
の
報
告

2022年度

の
増
で
、
２
億
４
８
９
７
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比

０
・
４
％
の
増
で
、
２
１
９
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比

５
・
７
％
の
減
で
、
３
億
３
８
１
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
信
州
須
坂
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
比
36
・
４
％
の
増
で
、８
億

６
８
０
９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

諸
収
入
は
、前
年
度
比
18
・
７
％

の
増
で
、
３
億
８
２
３
８
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

国庫支出金国庫支出金
（国からの収入）（国からの収入）
50億3,947万円50億3,947万円
（16.1％）（16.1％）

寄附金寄附金
32億5,450万円32億5,450万円
（10.4％）（10.4％）

その他
36億2,695万円
（11.6％）（11.6％）

法人市民税法人市民税
4億7,982万円4億7,982万円
（7.4％）（7.4％）

市たばこ税市たばこ税
3億2,342万円3億2,342万円
（5.0％）（5.0％）

軽自動車税軽自動車税
2億1,974万円2億1,974万円
（3.4％）（3.4％）

入湯税入湯税
736万円736万円
（0.1％）（0.1％）

その他
13億560万円
（4.3％）（4.3％）

農林水産業費
8億423万円
（2.7％）（2.7％）

問
合
せ

　
財
政
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

の
支
給
対
象
世
帯
が
変
更
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

７
・
２
％
の
減
、３
億
４
６
４
２
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

●市民一人当たりの額

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

※「基金」は市の預金。「市債」は市の借入金。

市税市税
64億8,213万円64億8,213万円
（20.7％）（20.7％）

地方交付税地方交付税
54億3,809万円54億3,809万円
（17.4％）（17.4％）

諸収入諸収入
24億2,965万円24億2,965万円
（7.8％）（7.8％）

市債市債
19億430万円19億430万円
（6.1％）（6.1％）

繰入金繰入金
15億3,957万円15億3,957万円
（4.9％）（4.9％）

県支出金県支出金
（県からの収入）（県からの収入）
15億7,432万円15億7,432万円

（5.0％）（5.0％）

歳入
312億8,898

万円

市税の内訳

歳出
302億9,575

万円

個人市民税個人市民税
25億6,982万円25億6,982万円
（39.6％）（39.6％）

固定資産税固定資産税
26億3,481万円26億3,481万円
（40.7％）（40.7％）

総務費総務費
72億8,403万円72億8,403万円
（24.0％）（24.0％）

民生費民生費
84億6,067万円84億6,067万円
（27.9％）（27.9％）

土木費土木費
43億116万円43億116万円
（14.2％）（14.2％）教育費教育費

27億3,842万円27億3,842万円
（9.0％）（9.0％）

公債費公債費
19億8,397万円19億8,397万円
（6.6％）（6.6％）

商工費商工費
17億8,305万円17億8,305万円
（5.9％）（5.9％）

衛生費衛生費
16億3,462万円16億3,462万円
（5.4％）（5.4％）

都市計画税都市計画税
2億4,716万円2億4,716万円
（3.8％）（3.8％）

市税（収入）基金現在高 市債現在高

須坂市 130,226円 178,978円 417,912円

県内19市平均 149,700円 167,492円 410,655円

県内19市中の
順位

多い方から
16番目

多い方から
８番目

少ない方から
７番目



2023年10月号・７・

　上表のとおり、須坂市は、どの比率も基準を大きく下回っているので健全な財政といえます。
しかし、市民一人当たりの市税収入は県内19市中16番目と厳しい状況が続いています。今後も
行財政改革などに取り組み、必要な事業を優先順位により積極的に実施しながら、財政運営を
行っていきます。

●須坂市財政のチェック

※2023年１月１日現在の
　人口（49,776人）で算出

将来負担比率………将来負担を見込まれる負債の割合

実質赤字比率………一般会計を中心とした赤字の割合

実質公債費比率……年間の借金返済額の割合

連結実質赤字比率…一般会計、特別会計、企業会計を
　　　　　　　　　合計した赤字の割合

350.0％

早期健全化基準
（イエローカード）

 12.96％

 25.0％

 17.96％

内　容

算定なし

2022年度
決算

赤字なし

 8.2％

赤字なし

 15.5％

2021年度
決算

赤字なし

 8.8％

赤字なし

財政再生基準
（レッドカード）

20.00％

35.0％

30.00％

　須坂市の財政がどんな状態にあるのか判断するために、須坂市の年間の収支や負債の状況な
どを「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将来負担比率」の４つの視
点で算出しています。
　これらの比率のうちいずれかが「早期健全化基準」以上の場合は、財政健全化計画をつくり、
自主的な財政健全化に取り組むことになります。さらに「財政再生基準」以上の場合は、国の
指導や監督を受けながら確実な再生に取り組むことになり、お金の使い方が制約されます。

■■2022年度決算状況の報告

●市民一人当たりの歳出額
【
総
務
費
】

▼
北
相
之
島
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

【
民
生
費
】

▼
子
育
て
応
援
特
別
給
付
金
の

　

支
給

▼
子
育
て
就
労
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「b
o
t
a

（
ぼ
ー
た
）
」
の
開
設

【
衛
生
費
】

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

　

ン
接
種
体
制
の
整
備

【
商
工
費
】

▼
お
店
限
定
応
援
商
品
券
事
業

▼
第
６
波
対
応
新
型
コ
ロ
ナ
中
小

　

企
業
者
等
特
別
応
援
金
の
支
給

【
土
木
費
】

▼
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
周
辺
道

　

路
の
整
備

【
消
防
費
】

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

【
教
育
費
】

▼
小
中
学
校
適
正
規
模
等
審
議
会

　

の
設
置

会計名 歳入 歳出

井上、 幸高、 九反田、
中 島 財 産 区   　  863万円   　  748万円

介 護 保 険 45億9,614万円 44億4,417万円

後期高齢者医療  7億9,048万円  7億8,709万円

国民健康保険 48億4,419万円 47億5,302万円

特
別
会
計

●須坂市は健全な財政状態

２
０
２
２
年
度
の
主
な
事
業

■水道事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

12億9,678万円

2億5,732万円

歳出

10億3,230万円

12億6,953万円

■下水道事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

20億　582万円

10億1,406万円

歳出

17億3,284万円

18億7,933万円

■宅地造成事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

       16万円

  　    　0円   　    　0円

歳出

      304万円

企
業
会
計

決算の詳細

一人当たり

民生費 169,975円

総務費 146,336円

土木費 86,410円

教育費 55,015円

公債費 39,858円

商工費 35,821円

衛生費 32,840円

農林水産業費 16,157円

その他 26,230円

合計 608,642円



2023年10月号 ・８・

国
民
健
康
保
険（
特
別
会
計
）

国
民
健
康
保
険（
特
別
会
計
）

　
２
０
２
２
年
度
末
現
在
の
被
保

険
者（
加
入
者
）数
は
９
９
５
８
人

で
、
前
年
度
末
よ
り
５
２
３
人
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
と
し
て
、
75
歳
を
迎
え
る

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

に
な
る
こ
と
や
被
用
者
保
険
の
適

用
拡
大
、
市
全
体
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

医
療
費
や
高
額
療
養
費
を
含
む

保
険
給
付
費
は
33
億
４
７
６
９
万

円
で
、前
年
度
に
比
べ
て
２
・
８
％

の
減
で
、
９
６
０
０
万
円
減
少
し

ま
し
た
。
被
保
険
者
数
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
受

診
件
数
の
減
少
や
診
療
報
酬
改
定

に
よ
る
薬
価
の
引
き
下
げ
な
ど
が

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

収
支
差
引
額
は
９
１
１
７
万
円

で
、
次
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
す
。

●国民健康保険事業特別会計の決算状況

■後期高齢者医療
　75歳以上（一定の障がいのある65歳以上）の方は、
2008年度から後期高齢者医療制度に加入し、医療
を受けています。
　この制度では、後期高齢者医療（特別会計）を設
け、医療費に充てるため、加入する皆さんから保
険料を徴収し、広域連合へ納付しています。

■国民健康保険
　万が一の病気やけがなどに備え、地域に住む加入者の皆さんが国民
健康保険税を負担し医療費に充てる相互扶助制度です。職場の健康保
険（被用者保険）や後期高齢者医療制度などで医療を受けている方
を除いて、すべての方が加入し「国民皆保険制度の要」といわれます。
　2018年度からは、県も国民健康保険制度を担っており、財政運
営の責任主体として、国保会計の安定化を図っています。市は、
従来どおり、保険税の賦課・徴収、被保険者証の発行、保険給付
の決定、支給などを行っています。

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
て

１
・
９
％
の
減
で
、
９
３
１
７
万

円
減
少
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
▼
県
か
ら
の
支
出

金
▼
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
税

▼
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど

で
す
。

　

２
０
１
８
年
度
の
制
度
改
革
に

よ
り
、
県
と
市
町
村
が
共
同
保
険

者
と
な
り
、
保
険
給
付
に
必
要
な

費
用
は
、
原
則
、
県
が
賄
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
県
か
ら
の
支
出

金
は
、
34
億
４
２
７
万
円
で
、
収

入
総
額
の
70
・
３
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
度

に
比
べ
て
７
７
３
万
円
増
加
し
、

前
年
度
繰
越
金
は
、
４
９
６
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
出
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
て

２
・
３
％
の
減
で
、
１
億
１
４
３
１

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
▼
病
院
な
ど
に
支

払
う
医
療
費
や
高
額
療
養
費
▼
出

国民健康保険と後期高齢者医療の決算状況

産
育
児
一
時
金
▼
葬
祭
費
な
ど
の

保
険
給
付
費
で
、
支
出
総
額
の
約

70
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
は
、
▼
医
療
費
水

準
や
所
得
水
準
に
応
じ
て
県
へ
納

め
る
国
保
事
業
費
納
付
金
▼
一
般

事
務
費
▼
基
金
積
立
金
▼
保
健
事

業
費
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

問合せ　医療保険課（☎026‐248‐9034）

●国民健康保険費用額の推移

繰越金繰越金
7,003万円7,003万円（1.4%）（1.4%）

その他の収入その他の収入
4,439万円4,439万円（0.9%）（0.9%）

国保事業費納付金国保事業費納付金
12億7,971万円12億7,971万円（26.9%）（26.9%）

保健事業費保健事業費
5,507万円5,507万円（1.2%）（1.2%）

その他の支出その他の支出
7,055万円7,055万円（1.5%）（1.5%）

保険給付費保険給付費
33億4,769万円33億4,769万円（70.4%）（70.4%）

歳出

47億5,302

万円

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

■入院　■入院外　■歯科　■調剤　■食事療養費　■療養費　■■訪問看護

14億7,820万円

14億8,955万円

13億9,157万円

13億5,192万円

13億5,302万円

13億7,116万円

2億3,452万円

2億3,481万円

2億3,720万円

7億8,960万円

8億817万円

7億4,984万円

7,249万円

7,329万円

7,424万円

5,281万円

5,209万円

4,678万円

1,257万円

1,677万円

3,186万円
2022年度

（39億265万円）

2020年度
（39億9,211万円）

2021年度
（40億2,770万円）

国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況

国・県支出金国・県支出金
34億431万円34億431万円（70.3%）（70.3%）

歳入

48億4,419

万円

国民健康保険税国民健康保険税
10億4,669万円10億4,669万円（21.6%）（21.6%）一般会計繰入金一般会計繰入金

2億7,877万円2億7,877万円（5.8%）（5.8%）

10億円 20億円 30億円 40億円



2023年10月号・９・

後
期
高
齢
者
医
療（
特
別
会
計
）

後
期
高
齢
者
医
療（
特
別
会
計
）

　

被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
と
、

保
険
料
の
軽
減
分
お
よ
び
事
務
費

に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
主
な
も
の
で
す
。

　
保
険
証
の
郵
送
や
保
険
料
の
徴

収
事
務
な
ど
の
総
務
費
、
長
野
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

徴
収
し
た
保
険
料
の
納
付
金
が
あ

り
ま
す
。
ほ
か
に
、
一
般
会
計
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
市
負
担

分
と
し
て
、
広
域
連
合
へ
療
養
給

付
費
負
担
金
５
億
９
９
５
万
円
、

広
域
連
合
の
運
営
費
と
し
て
広
域

連
合
負
担
金
１
７
５
２
万
円
を
そ

●後期高齢者医療特別会計の決算状況

一般会計繰入金など一般会計繰入金など
1億3,576万円1億3,576万円（17.2%）（17.2%）

総務費など
608万円（0.8%）

　
２
０
２
２
年
度
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比
２
７
５
人
増
の
８

９
２
９
人
で
し
た
。
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
81
万
９
９
５
０
円

（
県
内
19
市
の
中
で
高
い
方
か
ら

14
位
）
で
、前
年
度
比
０
・
１
％
の

増
で
、９
３
８
円
増
加
し
、
県
平

均
85
万
２
８
２
１
円
を
３
万
２
８

７
１
円
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
一
人
当
た
り
医
療
費

の
速
報
値
（
２
０
２
３
年
７
月
時

点
）
で
は
、37
万
６
９
１
９
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
２
０
１
円
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
77
市
町
村
の
中
で
は
、
高

い
方
か
ら
47
番
目
に
位
置
し
て
い

れ
ぞ
れ
支
出
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
を
健
全
に
運
営

す
る
た
め
に
基
金
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

県
支
出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
わ
ず
、

１
４
３
８
万
円
を
積
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
２
０
２
２
年

度
末
残
高
は
５
億
１
１
４
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
保
険
税
改
定
時
に
急
激

な
引
き
上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
安

定
財
政
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

●一人当たりの医療費

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度※
（速報値）

●国民健康保険給付費の推移

2017年度 2018年度

36万36万
137137
円円

36万36万
4,9714,971
円円

37万37万
5,7185,718
円円

36万36万
5,5915,591
円円

36万36万
6,3166,316
円円

38万38万
8,0248,024
円円

38万38万
131131
円円 37万37万

1,0561,056
円円

35億35億
9,2389,238
万円万円

36億36億
979979
万円万円

34億34億
4,3694,369
万円万円

33億33億
4,7694,769
万円万円

34億34億
3,3803,380
万円万円

37億37億
716716
万円万円

減少減少
-2.8%-2.8%

減少減少
-3.1%-3.1%

減少減少
-4.9%-4.9%

増加増加
0.3%0.3%

増加増加
0.5%0.5%

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

▼特定健診を受診しましょう。

▼特定保健指導を受けて生活習慣を見直しましょう。

▼かかりつけ医をもちましょう。

▼薬局では、お薬手帳を提示しましょう。

▼ジェネリック医薬品を積極的に利用しましょう。

【医療費適正化のためのお願い】

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
状
況

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

県
内
平
均
額
を
下
回
る

安
定
財
政
の
た
め
の
基
金

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

ま
す
。
ま
た
、
県
内
市
町
村
平
均

額
と
比
較
す
る
と
、
２
万
８
４
１

円
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
２
０
２
２
年
度
の
金
額
は
速
報

値
（
２
０
２
３
年
７
月
時
点
）
の

た
め
確
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
給
付
費
の
推
移
で
は
、
前

年
度
に
比
べ
て
９
６
０
０
万
円
減

少
し
ま
し
た
。

38万円

40万円

36万円

34万円

32万円

県内市町村平均

須坂市

2019年度

819,618円

838,973円

●一人当たりの後期高齢者医療費

85万円

75万円

80万円

2020年度

796,100円

818,902円

2021年度

819,012円

842,323円

2022年度

819,950円

852,821円

2017年度

830,409円

827,202円

2018年度

798,736円

831,187円

須坂市

須坂市

長野県

長野県

■■2022年度決算状況の報告

歳入
7億9,048万円

後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
6億5,472万円6億5,472万円
（82.8%）（82.8%）

広域連合納付金広域連合納付金
7億8,101万円7億8,101万円
（99.2%）（99.2%）

38億円

36億円

34億円

32億円

歳出
7億8,709万円

37万37万
6,9196,919
円円

39万39万
7,7607,760
円円



・10・2023年10月号

■介護保険
　介護が必要になっても、住み慣れた地域でその人らしく
安心して生活できるよう、介護が必要な人とその家族を社
会全体で支えていくための公的介護保険制度です。
　40歳以上の方を加入者（被保険者）として、被保険者の皆
さんからの保険料と公費（税金）を財源として運営していま
す。

　

歳
入
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
て

０
・
３
％
の
増
で
、
１
３
１
４
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者

（※）
保
険
料

は
、
被
保
険
者
数
は
減
少
し
た
も

の
の
、
賦
課
決
定
額
は
増
加
し
、

収
納
率
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
か
ら
５
０
２
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

※
第
１
号
被
保
険
者
と
は
、
65
歳

以
上
の
方
で
す
。
第
２
号
被
保
険

者
は
40
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　
歳
出
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
て

０
・
２
％
の
増
で
、
６
９
９
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

　

各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
で
あ
る

保
険
給
付
費
が
、全
体
の
90
・
８
％

を
占
め
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
な

ど
の
地
域
支
援
事
業
費
が
５
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
給
付
費
は
４
２
９
６
万
円

減
少
、
地
域
支
援
事
業
費
は

１
２
４
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

介護保険　　　の決算状況

問合せ　高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

介
護
保
険
運
営
に
お
け
る

今
後
の
見
込
み

第１号被保険者
要介護認定率の比較

全　国

長野県

須坂市

19.0％

17.1％

14.1％

須坂市には須坂市には
元気な高齢者元気な高齢者
が多いんだね！が多いんだね！

（特別会計）

　

介
護
保
険
は
３
年
ご
と
に
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
は

２
０
２
６
年
度
ま
で
の
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
２
０
２
２
年
度

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は
、

２
２
５
７
人
で
制
度
開
始
時
の

２
０
０
０
年
度
に
比
べ
て
、
約

２
・
６
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
本

人
が
負
担
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
を
除
い
た
保
険
給
付
費
は
約

40
億
４
０
０
０
万
円
で
、
２
０
１
８

年
度
と
比
べ
る
と
１
億
４
０
０
０
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
る
方
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
介
護
予
防
事
業
を
は
じ
め
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
、
納
付
相
談
に
も
応
じ
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
滞
納
処

分
を
受
け
る
ほ
か
、次
の
よ
う
な
措

置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
１
年
以
上
滞
納

　
　
　
　

→
支
払
方
法
の
変
更
】

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を

自
己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
後
で

保
険
給
付
（
費
用
の
７
～
９
割
）

を
受
け
ま
す
（
償
還
払
い
）。

【
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納

　
　

→
償
還
払
い
の
差
し
止
め
】

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を

自
己
負
担
し
、
給
付
が
一
時
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
。
差
し
止
め
ら
れ

た
給
付
は
滞
納
し
た
保
険
料
と
相

殺
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
２
年
以
上
滞
納

　

→
利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ
】

　
未
納
期
間
に
応
じ
て
、
利
用
者

負
担
が
３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

⇒⇒

2023年４月末時点

受給者の
　総数

2022年度末2000年度末

40.4億円40.4億円

2,257人2,257人

12.9億円12.9億円

857人857人

■介護サービス受給者の総数と
　介護保険給付費の推移

2018年度末

39.0億円39.0億円

2,200人2,200人

●介護保険特別会計の決算状況

県支出金県支出金
6億2,712万円6億2,712万円（13.6%）（13.6%）

国庫支出金国庫支出金
10億4,943万円10億4,943万円（22.8%）（22.8%）

繰入金繰入金
6億6,390万円6億6,390万円（14.4%）（14.4%）

繰越金繰越金
1億4,582万円1億4,582万円（3.2%）（3.2%）

その他の収入その他の収入
2,256万円2,256万円（0.6%）（0.6%）

第１号被保険者保険料第１号被保険者保険料
9億5,441万円9億5,441万円（20.8%）（20.8%）

地域支援事業費地域支援事業費
2億5,703万円2億5,703万円（5.8%）（5.8%）

その他の支出その他の支出
1億5,060万円1億5,060万円（3.4%）（3.4%）

保険給付費保険給付費
40億3,654万円40億3,654万円（90.8%）（90.8%）

歳入

45億9,614

万円

歳出

44億4,417

万円

支払基金交付金支払基金交付金
（第２号被保険者保険料）（第２号被保険者保険料）

11億3,290万円11億3,290万円（24.6%）（24.6%）



2023年10月号・11・

決
算
審
査
・
財
政
の
健
全
化

判
断
比
率
等
審
査
と
は

問合せ　監査委員事務局（☎026‐248‐9022）

　
審
査
書
類
や
決
算
の
計
数
は
正

確
で
、
予
算
の
執
行
は
適
正
で
し

た
。
基
金
の
運
用
も
適
正
で
し
た
。

　

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
は
基

準
を
下
回
り
、
財
政
運
営
上
の
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

７
月
４
日
か
ら
７
月
25
日
の

間
、
鰐
川
晴
夫
代
表
監
査
委
員
と

宮
本
泰
也
監
査
委
員
が
審
査
を
行

い
、
８
月
23
日
、
市
長
に
報
告
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
・
特
別
会
計

【
歳
入
】

▼
公
金
の
運
用
、
管
理
に
つ
い
て

　

現
金
・
預
金
は
、
計
画
的
、
効

率
的
な
運
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
市
税
等
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

　
市
税
等
の
収
入
未
済
額
が
縮
減

し
、
収
納
率
が
向
上
し
た
こ
と
は

高
く
評
価
で
き
ま
す
。

▼
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

　
今
後
も
、
処
分
を
行
お
う
と
す

る
市
の
債
権
を
十
分
に
調
査
し

て
、適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
歳
出
】

　
各
種
団
体
な
ど
へ
の
負
担
金
・

補
助
金
・
交
付
金
は
、
お
お
む
ね

交
付
要
綱
な
ど
に
基
づ
き
交
付
さ

れ
て
い
る
が
、
一
部
負
担
金
な
ど

に
関
し
て
は
添
付
書
類
と
実
績
報

告
な
ど
に
数
値
の
不
一
致
が
あ
っ

た
。
適
切
な
公
金
の
支
出
に
影
響

が
出
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

数
値
確
認
の
怠
り
が
な
い
よ
う
に

さ
れ
た
い
。

【
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
特

別
会
計
】

　
給
付
の
推
測
は
難
し
い
で
す
が
、

今
後
も
予
算
の
適
切
な
管
理
、
効

率
的
な
運
用
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

【
繰
越
額
（
金
）
お
よ
び
基
金
】

　

繰
越
額
の
前
年
度
対
比
は
、
一

般
会
計
は
減
少
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、介
護
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
な
ど

で
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
一
般
会
計
、
国
民
健
康

保
険
基
金
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
な
ど
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

決
算
審
査
と
は
、
監
査
委
員
が

市
の
決
算
書
な
ど
を
確
認
し
、
予

算
執
行
や
会
計
処
理
が
適
正
で
効

率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
須
坂

市
監
査
基
準
な
ど
に
基
づ
き
審
査

し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
各
基
金
が
適
正
に

運
用
さ
れ
て
い
る
か
審
査
し
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
審

査
と
は
、
監
査
委
員
が
、
市
財
政

の
健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字

比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
）

お
よ
び
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比

率
を
審
査
し
ま
す
。

各
会
計
決
算
の
結
果
は
適
正

監
査
委
員
の
意
見（
抜
粋
）

２
０
２
２
年
度
決
算
審
査
報
告

2022年度決算審査意見書

■■2022年度決算状況の報告

■
水
道
事
業
会
計

▼
財
務
分
析
数
値
は
、
総
収
支
比

率
が
前
年
度
よ
り
降
下
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
一
層

の
効
率
化
や
、
人
材
確
保
お
よ
び

育
成
と
、
老
朽
化
し
た
施
設
な
ど

の
更
新
が
急
務
で
す
。

▼
資
金
不
足
比
率
は
、
流
動
資
産

が
流
動
負
債
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
資
金
不
足
が
直
ち

に
発
生
し
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き

注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　

財
務
分
析
数
値
で
は
、
固
定
比

率
も
負
債
比
率
も
前
年
度
よ
り
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
高
率
で
、
今
後
も
同
様
の
推
移

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
厳
し
い
経

営
状
態
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
年

度
よ
り
大
幅
に
増
加
し
た
未
収
金

の
解
消
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
宅
地
造
成
事
業
会
計

　
資
金
不
足
比
率
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
も
既
存
の
宅
地
売

却
に
努
め
、
事
業
会
計
の
今
後
の

あ
り
方
を
引
き
続
き
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　決算審査として監査委員が、市の決算や財政状況、基金運用状況などを審査しました。

　各会計の決算や財政健全化判断比率等に対する審査意見書の詳細は市ホームページでご覧いただけ

ます。

■2014～22年度財政力指数と経常収支比率の推移

【財政力指数】１に近い（１を超える）ほど、毎年必
要なお金を自力で調達できていることになります。

【経常収支比率】経常的収入の何％を、毎年必ず払わ
なければいけないお金に充てているのかを示すもの。
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・12・2023年10月号

の
暗
証
番
号
と
英
数
字
混
合
６
～

16
文
字
の
暗
証
番
号
を
決
め
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

訪
問
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
、
な

が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

マイナンバーカード

マイナンバーに関する問合せ　マイナンバー総合フリーダイヤル☎0120‐95‐0178
平日：午前９時30分～午後８時、土・日曜日・祝日：午前９時30分～午後５時30分

　

市
役
所
へ
の
来
庁
が
難
し
い
方

な
ど
を
対
象
に
、
ご
自
宅
に
市
役

所
職
員
が
訪
問
し
、
カ
ー
ド
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
（
写
真
撮
影
を

含
む
）
。

　

申
請
時
に
必
要
書
類
が
そ
ろ
っ

て
い
る
場
合
、
郵
送
で
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

実
施
期
間

10
月
10
日
㈫
～
12
月
28
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

訪
問
時
間

▼
午
前
10
時
▼
11
時
▼
午
後
２
時

30
分
▼
３
時
30
分

対
象
者

　

須
坂
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

で
、
次
の
❶
～
❺
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
初
め
て
カ
ー
ド
交
付
申

請
を
す
る
方

❶
75
歳
以
上
の
方

❷
未
就
学
児

❸
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
方

❹
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
方

❺
❶
～
❹
の
方
が
申
請
す
る
場
合

に
限
り
、
申
請
者
と
同
じ
世
帯
※

に
属
す
る
方

※
住
民
基
本
台
帳
上
に
お
け
る
同

一
世
帯
と
し
ま
す
。

マイナンバーカード交付申請手続きの
自宅訪問サービスをご利用ください

申
込
条
件

　

次
の
❶
～
❺
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
こ
と

❶
訪
問
先
が
申
請
者
の
住
民
登
録

地
で
あ
る
こ
と

❷
カ
ー
ド
交
付
申
請
か
ら
２
カ
月

以
内
に
、
住
所
ま
た
は
氏
名
を
変

更
す
る
予
定
が
な
い
こ
と

❸
訪
問
時
に
、
申
請
者
本
人
（
15

歳
未
満
の
方
ま
た
は
成
年
被
後
見

人
の
場
合
は
法
定
代
理
人
と
と
も

に
）
が
在
宅
し
て
い
る
こ
と

❹
外
国
人
住
民
が
申
請
す
る
場

合
、
在
留
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ

る
こ
と

❺
申
請
者
が
介
助
を
必
要
と
す
る

場
合
、
親
族
な
ど
の
介
助
者
が
同

席
で
き
る
こ
と
（
職
員
は
申
請
者

を
介
助
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

注
意
事
項　

▼
申
請
時
に
必
要
書
類
が
不
足
の

場
合
は
、
カ
ー
ド
の
郵
送
交
付
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
後

日
、
市
役
所
窓
口
に
カ
ー
ド
を
受

け
取
り
に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
カ
ー
ド
の
郵
送
交
付
が
可
能
な

場
合
は
、
申
請
時
に
「
暗
証
番
号

設
定
依
頼
書
」
を
ご
記
入
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
数
字
４
桁

申
請
時
に
必
要
な
書
類

▼
本
人
確
認
書
類
（
原
本
）
…
Ａ
書
類
１
点
ま
た
は
Ｂ
書
類
２
点

　

【
Ａ
書
類
】
身
体
障
害
者
手
帳
、

運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、

　
　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）、
運
転
経
歴
証
明
書（
平
成

　
　

24
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
な
ど

　

【
Ｂ
書
類
】
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年
金
手
帳（
年
金
証
書
）、

　
　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど

▼
申
請
者
が
15
歳
未
満
の
場
合
、
同
席
す
る
法
定
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類
（
必
須
）
お
よ
び
、
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
（
同
席
す
る
法
定
代
理
人
が
申
請
者
と
同
一
世
帯
の

場
合
は
不
要
）

▼
申
請
者
が
成
年
被
後
見
人
の
場
合
、
成
年
後
見
人
の
本
人
確
認

書
類
お
よ
び
代
理
権
を
確
認
で
き
る
書
類
の
原
本

▼
通
知
カ
ー
ド
（
令
和
２
年
５
月
25
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
個

人
番
号
通
知
書
）

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
）

詐
欺
や
不
審
な
電
話
に
要
注
意

　

市
役
所
職
員
が
電
話
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
個
人
情
報
を

聞
い
た
り
、
申
し
込
み
が
な
い

方
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
手
続

き
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
夜
間
窓
口　

毎
月
第
２
木
曜
日

午
後
５
時
15
分
～
７
時

▼
休
日
窓
口
（
予
約
制
）　

毎
月

最
終
日
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

10
月
か
ら
時
間
外
窓
口
の

日
に
ち
が
変
わ
り
ま
す

ながの
電子申請
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
防
止
す
る

た
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

予
防
接
種

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力

が
強
く
、
学
校
や
保
育
施
設
、
高

齢
者
施
設
な
ど
、
長
時
間
に
わ
た

り
集
団
で
生
活
を
す
る
場
で
は
、

急
速
な
ま
ん
延
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
症
状
や
死
亡
率
が
高
く
な

る
点
も
特
徴
で
す
が
、
予
防
接
種

に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
て
も
肺
炎
な
ど
の
重
症
化
を

予
防
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

長
野
県
内
で
も
、
今
シ
ー
ズ
ン

初
の
集
団
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
や
子
ど
も
の
重
症

化
予
防
の
た
め
に
も
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
積
極
的
に
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

接
種
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
２
０

２
４
年
１
月
31
日
㈬

対　

象　

▼
接
種
日
に
65
歳
以
上

の
方
▼
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

の
疾
病
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
の
方

自
己
負
担　

１
２
０
０
円
（
一
人

１
回
限
り
）

実
施
場
所　

▼
須
高
医
師
会
に
所

属
す
る
実
施
医
療
機
関
▼
須
高
医

師
会
に
所
属
す
る
医
療
機
関
以
外

の
県
内
の
協
力
医
療
機
関

※
須
高
医
師
会
に
所
属
す
る
医
療

機
関
以
外
で
接
種
す
る
方
は
、
事

前
に
健
康
づ
く
り
課
に
予
診
票
を

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
希
望
者
は
事
前
に
医
療
機

関
へ
確
認
・
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
高

齢
者
の
須
高
地
区
実
施
医
療
機
関

を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

子
ど
も
の
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成

高
齢
者
の
定
期
予
防
接
種

高齢者

子ども

接
種
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
２
０

２
４
年
１
月
31
日
㈬

対　

象　

生
後
６
カ
月
～
中
学
３

年
生
ま
で
の
方

助
成
金
額　

１
２
０
０
円
（
１
接

種
に
つ
き
）

▼
須
高
医
師
会
に
所
属
す
る
実
施

医
療
機
関
で
接
種
す
る
方
は
、
接

種
料
金
か
ら
１
２
０
０
円
を
差
し

引
い
た
金
額
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
▼
須
高
医
師
会
に
所
属
す

る
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
方

は
、
一
旦
全
額
を
お
支
払
い
後
、

健
康
づ
く
り
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
２
０
２
４
年
３
月
29
日
㈮

ま
で
）。
後
日
助
成
金
を
お
振
り

込
み
し
ま
す
。

※
接
種
希
望
者
は
事
前
に
医
療
機

関
へ
確
認
・
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票　

市
内
の
学
校
に
通
学
し

て
い
る
方
に
は
学
校
か
ら
配
布
、

未
就
学
児
・
市
外
の
学
校
に
通
学

し
て
い
る
方
に
は
郵
送
し
ま
し
た
。

紛
失
さ
れ
た
方
は
健
康
づ
く
り
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
子

ど
も
の
須
高
地
区
実
施
医
療
機
関

を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

２
０
２
４
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
登

録
申
請
が
始
ま
り
ま
す

子
育
て

対
象
児
童　

市
内
に
居
住
す
る
小

学
校
お
よ
び
須
坂
支
援
学
校
１
～

６
年
生
の
留
守
家
庭
児
童

申
請
方
法　

電
子
申
請
ま
た
は
書

類
申
請
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
利
用
に
不
安
や
相
談
事
の

あ
る
方
は
、
書
類
申
請
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

10
月
16
日
㈪
～
12
月

15
日
㈮

●
電
子
申
請

　

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類　

就
労
証
明
書
※
（
就

労
証
明
書
を
撮
影
し
た
画
像
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
）

登録申請

※
就
労
証
明
書
は
、
児
童
と
同
居

す
る
家
族
の
う
ち
就
労
し
て
い
る

方
全
員
分
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

保
育
園
申
し
込
み
用
の
就
労
証
明

書
の
コ
ピ
ー
で
も
可
と
し
ま
す

が
、
書
類
申
請
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
ご
自
身
で
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
用

の
就
労
証
明
書
は
、
保
育
園
の
申

し
込
み
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
食
品
の
値
上
げ
に
よ
り
、
２
０

２
４
年
度
か
ら
お
や
つ
代
を
改
定

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
書
類
申
請

　

各
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
学

校
教
育
課
へ
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

▼
須
坂
市
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
登
録
申
請
書
▼
就
労
証

明
書
※
▼
延
長
登
録
申
請
書
（
必

要
な
方
の
み
）

※
登
録
申
請
書
は
10
月
16
日
㈪
か

ら
各
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
、
学
校
教

育
課
に
用
意
し
ま
す
。

延長申請
（必要な方のみ）

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
申
請
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

市ホーム
ページ
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問合せ　各園または子ども課（☎026‐248‐9026）

保育園・認定こども園などの入園受付のお知らせ
（教育・保育給付認定の申請など）

子育て

2024年度

　
10
月
12
日
㈭
か
ら
配
布
さ
れ
る

「
支
給
認
定
申
請
書
」
や
「
入
園

申
込
書
類
」
な
ど
を
第
１
希
望
の

園
か
ら
受
け
取
り
ま
す
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

　

入
園
申
込
受
付
日
時
ま
で
に
必

要
書
類
を
準
備
し
、
第
１
希
望
の

園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
利
用
定
員
を
超
え
た
場
合
は
調

整
し
ま
す
。
ご
希
望
の
保
育
園
な

ど
に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
須
坂
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
左

ペ
ー
ジ
の
保
育
が
必
要
な
事
由
に

該
当
し
、
市
の
教
育
・
保
育
給
付

認
定
を
受
け
た
方
（
教
育
・
保
育

給
付
認
定
を
受
け
る
に
は
「
支
給

認
定
申
請
書
」
を
提
出
し
ま
す
。
）

　
保
護
者
の
市
町
村
民
税
所
得
割

額
や
保
育
の
必
要
量
な
ど
に
よ
っ

て
決
定
し
ま
す
。
３
歳
児
か
ら
５

歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ
ん
の
保
育

料
は
無
償
で
す
。
ま
た
、
公
立
保

育
園
の
副
食
費（
保
育
所
給
食
費
）

月
額
４
５
０
０
円
は
保
護
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

私
立
保
育
園
の
副
食
費
は
各
園

で
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
金
額
は

各
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園

　
満
３
歳
か
ら
利
用
者
負
担
額

（
保
育
料
）
は
無
償
で
す
。
た
だ

し
、幼
児
教
育
に
係
る
別
途
費
用
、

通
園
送
迎
費
、
副
食
費
な
ど
は
保

護
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
金
額

は
各
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
第
１
希
望
の
園
に
直
接
申
請
書

類
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
で
き
る
方

申
し
込
み
手
続
き

保
育
料

入
園
手
続
き
方
法

保
育
料

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
希
望
す
る

保
育
園
な
ど
を
見
学
し
ま
し
ょ
う

■
申
し
込
み
か
ら
入
園
ま
で

保
育
園
の
見
学

受
付
日
～
11
月
17
日　

入
園
申
し

込
み
、
認
定
申
請
書
の
提
出

10
月
12
日
～　

申
込
書
類
な
ど
の

受
け
取
り
、
提
出
書
類
の
準
備

２
月　

利
用
決
定
（
通
知
は
郵
送
） 

入
園
説
明
後

４
月
上
旬　

入
園
式

11
月
～
２
０
２
４
年
１
月

支
給
認
定
、
入
園
基
準
審
査
、
各

園
の
入
園
調
整

【入園申し込み時の注意事項】

◇受付場所は第１希望の園です。

◇園によっては整理券を配ったり、受付時間を区切ったりする場合がありますので、各園にご確認

　ください。

◇受け入れ年齢は園にお問い合わせください。また受け入れ予定数は９月１日時点での目安であり、

　保育士の雇用状況などにより変動することがあります。

◇入園申込受付日時に都合が悪い場合は、第１希望の園に連絡の上、11月17日㈮までにお申し込み

　ください。

⇒⇒⇒⇒⇒

保
育
園
の
見
学
を
し
ま
し
ょ
う

年
度
途
中
か
ら
保
育
園
を
利
用

す
る
予
定
の
方

（
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
）。

　
産
休
の
終
了
な
ど
、
就
労
の
予

定
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
妊

娠
中
で
も
入
園
の
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
入
園
が
２
０
２
４
年
５

月
以
降
で
あ
っ
て
も
、
２
０
２
４

年
度
内
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
11
月
の
申
し
込
み
受
付
日

時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
保
育
部
分
）

（
教
育
部
分
）



2023年10月号・15・

保育が必要な事由

　保育園は、保護者が仕事、病気、出産などの理由で家庭での保育ができないときに、お子さんを保育する

施設です。入園できる基準は、保護者が常時、下表の「保育を必要とする事由」のいずれかに該当する方で

す。基準を満たしていない場合は保育園への入園はできませんのでご注意ください。

保育を必要
とする事由

状況など

就労 １カ月に64時間以上仕事をしている

保護者が病気やけが、または心身に障がいを有する（入院が 1カ月以上、週３日以上の通院など）

長期にわたり病人や心身障がい者の介護または看護にあたっている

震災や風水害、火災などの災害のため、その復旧にあたっている

求職活動を継続的に行っている（※最長で90日間）

学校に在学または、職業訓練を受けている

その他市長が認める場合

出産前３カ月（出産予定月を含む）、出産後３カ月（出産月を含まない）
※期間終了後も引き続き保育園へ通う必要がある場合は、異なる事由での再度の申し込みが必要となります。

妊娠・出産

疾病・障がい

介護・看護

災害復旧

求職活動

就学

その他

入園を予定しているお子さんと一緒にお越しください。　　　　　　　※市外局番（026）

■幼稚園

■保育園

248‐2118

11月７日㈫
9:00～12:00

11月７日㈫
14:00～16:00

11月８日㈬
14:00～16:00

11月９日㈭
14:00～16:00

電話番号
入園申込
受付日時

保育園名（町名）

11月７日㈫
14:00～16:30

私
立

246‐2110

213‐4140

245‐1041

公
立

247‐0160

日野保育園（塩川町）

みつばち保育園（塩川町）

上高井保育園（本上町）

豊洲保育園（小河原町）

高甫保育園（野辺町）

須坂保育園（東横町）

北旭ケ丘保育園（北旭ケ丘町）

相之島保育園（相之島町）

須坂千曲保育園（中島町）

井上保育園（幸高町）

須坂東部保育園（高橋町）

豊丘保育園（豊丘町）

仁礼保育園（仁礼町）

やすらぎ保育園（本郷町）

さかた山風の子保育園（坂田町） 248‐8920

248‐2192

245‐0645

245‐0485

245‐1665

246‐0975

245‐4041

245‐4154

245‐1841

245‐4094

入園申込
受付日時

■認定こども園

電話番号

教育認定

教育認定

教育認定

245‐0012

245‐2753

214‐9717

10月２日㈪
   9：00～

10月２日㈪
   9：00～

保育認定

保育認定

保育認定

11月８日㈬
9:00～12:00

11月８日㈬
9:00～12:00

10月４日㈬
　 8:00～

11月８日㈬
9:00～12:00

私
立

私
立

マリアこども園

マリアこども園
きたすざか分園

（旭ケ丘町）

須坂双葉幼稚園

（屋部町）

山びこ幼稚園

（南原町）

園名（町名）

 電話番号園名（町名）

245‐1007泉園幼稚園（常盤町）

入園の申し込みは始まっています。園へお問い合わ

せください。

●各園の開園時間、受け入れ年齢、受け入れ予定数は市ホームページをご覧ください。

（春木町）

※やすらぎ保育園、ことりのいえは２歳児までの受け入れです。
※やすらぎ保育園は休日保育（４カ月から就学前児童）を実施しています。

11月８日㈬
9:00～12:00

11月９日㈭
9:00～12:00

入園申込
受付日時

■小規模保育事業所

電話番号園名（町名）

ことりのいえ（馬場町）私
立 245‐7003

11月８日㈬
9:00～12:00

※就労の場合、2024年４月１日入所より、１カ月あたりの就労時間の下限が 80 時間から 64 時間に変更とな

　ります。

市ホーム

ページ

保育認定
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ひきこもり

ひきこもりで悩んでいませんか

問合せ　▼福祉課（☎026‐248‐9003）

　　　　▼保健センター（☎026-248-9023）

家
族
で
抱
え
込
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

ひ
き
こ
も
り
と
は

　
ひ
き
こ
も
り
と
は
、
学
校
や
ア

ル
バ
イ
ト
、
仕
事
と
い
っ
た
外
と

の
交
流
を
避
け
、
原
則
的
に
は
６

カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
家
庭
に
と

ど
ま
り
続
け
て
い
る
状
態
の
こ
と

で
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
で
あ
っ
て
も
他
者

と
直
接
的
な
交
流
を
持
た
な
い
外

出
（
買
い
物
・
ド
ラ
イ
ブ
）
は
可

能
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
一
つ
の
原
因
で

起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

精
神
疾
患
や
発
達
障
が
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
が
隠
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
の
方
は
、
ひ
き
こ
も
り

の
原
因
が
「
育
て
方
」
や
「
し
つ

け
」
な
ど
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
悩
み
、
自
分
を
責
め
、
お
子

さ
ん
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
こ
と

を
他
人
に
話
せ
な
い
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ま
ま
で

い
る
と
、
不
安
感
や
絶
望
感
を
抱

き
、
周
囲
と
の
接
触
を
避
け
、
孤

立
し
て
つ
ら
い
状
況
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

話
せ
る
場
を
作
る
こ
と
で
、
悩

み
を
共
有
し
、
不
安
や
孤
立
感
の

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

～あなたの声を聞かせてください～

■相談窓口一覧

　

下
記
の
相
談
窓
口
で
は
、
一
人

一
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
状

況
を
丁
寧
に
お
聞
き
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ご
本
人
が
相
談
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
ま
ず
は
ご
家
族
の

方
が
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
礎
情

報
、
当
事
者
・
家
族
の
思
い
な
ど

は
、
厚
生
労
働
省
「
ひ
き
こ
も
り

支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

※各相談窓口：12月29日～１月３日を除く

■ひきこもりの定義

【６カ月以上】

趣味の用事のときだけ
外出する

近所のコンビニなどには
出かける

自室からは出るが、
家からは出ない

自室からほとんど出ない

準ひきこもり

狭義の
　ひきこもり

広
義
の
ひ
き
こ
も
り

2016年内閣府「若者の生活に関する調査報告書」より

出典：長野県精神保健福祉センター

ひきこもり
支援ポータ
ルサイト

主な相談内容 相談機関・場所 時　間 問合せ

仕事に就けない、家庭や心身の

問題などに関すること、経済的

に困っていること

須坂市生活就労支援セ

ンター「まいさぽ須坂」
（須坂ショッピングセンター内）

　平日午前９時～午後５時 ☎026-248-9977

こころやからだの悩みに関する

こと

市保健センター

（健康づくり課）
平日午前８時30分～午後５時15分 ☎026-248-9023

18歳までのお子さんに関すること 子ども課 平日午前８時30分～午後５時15分 ☎026-248-9026

いじめ・不登校など学校生活に

関すること

教育相談室

（学校教育課）
平日午前８時30分～午後５時15分 ☎026-248-0001

高齢者に関すること
地域包括支援センター

（高齢者福祉課）
平日午前８時30分～午後５時15分 ☎026-245-4566

ひきこもりに関すること

長野県ひきこもり支援

センター（長野県精神

保健福祉センター）

平日午前８時30分～午後５時15分 ☎026-266-0280



2023年10月号・17・

長野県価格高騰特別対策支援金　家計急変世帯の判定方法
【令和５年1月から12月までの任意の1カ月の収入×12】が、下表と同じまたはそれ以下　
※住民税均等割が非課税となる水準に相当する額以内である世帯を除く。

支
援
金

長
野
県
価
格
高
騰
特
別
対
策
支
援
金

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課
専
用
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
０
２
６
‐
２
１
４
‐
２
３
０
２
）

【
申
請
が
必
要
な
世
帯
】

　

対
象
世
帯
に
は
10
月
下
旬
に
確

認
書
を
送
付
し
ま
す
。
印
字
さ
れ

た
振
込
先
口
座
な
ど
記
載
内
容
を

確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
期
限　

12
月
15
日
㈮

❷
令
和
５
年
１
月
以
降
家
計
急
変

世
帯

❶
以
外
の
世
帯
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
な

ど
の
影
響
を
受
け
、
予
期
せ
ず
令

和
５
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
家

計
が
急
変
し
、
世
帯
全
員
が
住
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
と
同
様
の

状
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

（
家
計
急
変
世
帯
）

申
請
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類

と
と
も
に
長
野
県
価
格
高
騰
特
別

対
策
支
援
金
受
付
窓
口
（
本
庁
舎

２
階
）
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

　

『
広
報
須
坂
８
月
号
』
で
お
知

ら
せ
し
た
長
野
県
価
格
高
騰
特
別

対
策
支
援
金
（
１
世
帯
あ
た
り

２
万
円
）
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
❶
と
❷
の
重
複
受
給
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
❶
❷
と
も
に
住
民

税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者

の
扶
養
親
族
な
ど
の
み
か
ら
な
る

世
帯
は
除
き
ま
す
。

❶
住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

令
和
５
年
６
月
１
日
に
須
坂
市
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
の

令
和
５
年
度
住
民
税
所
得
割
が
非

課
税
で
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

（
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
）
の
対

象
と
な
ら
な
い
世
帯

【
申
請
が
不
要
な
世
帯
】

　

支
給
対
象
世
帯
の
う
ち
、
令
和

４
年
度
実
施
の
長
野
県
生
活
困
窮

世
帯
緊
急
支
援
金
（
１
世
帯
あ
た

り
３
万
円
）
の
対
象
世
帯
で
、
そ

の
後
、
世
帯
構
成
な
ど
に
異
動
が

な
い
世
帯
に
は
、
個
別
に
「
お
知

ら
せ
通
知
」
を
発
送
し
ま
す
。

扶養している親族の状況
　　 所得割非課税相当
　　 収入限度額

　　 所得割非課税相当
　　 所得限度額

　　単身または扶養親族がいない場合 1,000,000 円 450,000 円

　　配偶者・扶養親族（計１人）を扶養している場合 1,703,999 円 1,120,000 円

　　配偶者・扶養親族（計２人）を扶養している場合 2,215,999 円 1,470,000 円

　　配偶者・扶養親族（計３人）を扶養している場合 2,715,999 円 1,820,000 円

　　配偶者・扶養親族（計４人）を扶養している場合 3,215,999 円 2,170,000 円

　　配偶者・扶養親族（計５人）を扶養している場合 3,703,999 円 2,520,000 円

10
月
16
日
～
22
日
は
「
行
政
相
談
週
間
」

行
政
相
談

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

　
行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員

が
公
平
・
中
立
の
立
場
で
、
役
所

（
国
・
県
・
市
）
の
仕
事
に
対
す

る
苦
情
、
要
望
お
よ
び
相
談
事
を

お
聴
き
す
る
相
談
窓
口
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
事
を
関
係
機
関
に
伝
え
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
促
進
し
ま
す
。

　

須
坂
市
に
は
、
２
人
の
行
政
相

談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
小
林　

敏
さ
ん　
　

（
相
森
町
）

▼
荒
井　

映
子
さ
ん　

（
屋
部
町
）

▼
医
療
保
険
、
年
金
、
雇
用
、
道

路
、
社
会
福
祉
、
交
通
機
関
な
ど
、

行
政
分
野
の
幅
広
い
苦
情
や
要
望
、

相
談
事
が
あ
る
と
き
。

▼
多
数
の
機
関
が
関
係
し
処
理
が

進
ま
な
い
と
き
。

▼
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
と
き
。

▼
行
政
職
員
が
顔
見
知
り
の
た
め

【
電
話
相
談（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）】

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

※
夜
間
や
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
、留

守
番
電
話
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
相
談
】　

　

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

偶
数
月
第
１
木
曜
日
に
開
設

し
、
詳
細
は
『
広
報
須
坂
』
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
省
の
行
政
相
談

定
例
行
政
相
談
所

こ
ん
な
と
き
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」内

で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
14
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

特
設
行
政
相
談
所

相
談
し
に
く
い
と
き
。
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イベント

信州須坂図書館まつり2023
期間　10月28日㈯～11月11日㈯ 申込・問合せ　市立須坂図書館（☎026‐245‐0784）

開館時間　火～金曜日※　午前９時～午後７時

　　　　　土・日・祝　　午前９時～午後５時

※毎月最終金曜日は休館になります。月曜日が祝

日の場合、次の平日が休館になります。

おはなし

　　　びっくり箱

とき・ところ　11月４日㈯午前10時～11時30分　須坂駅前ビルシルキー３階ホール

内容　手遊び・絵本・紙芝居・パネルシアター・バルーンアートなど、楽しい読み  

　　　聞かせ

対象　幼児～小学校低学年程度の子どもとその保護者、おはなしや読み聞かせに興味

　　　のある方

出演　おはなしの会ボランティアの皆さん

※駐車場は長電須坂駅前パーキングをご利用ください。駐車サービス券をお渡しします。

※申し込み不要。どなたでもお越しください。

イベント名 内　　容

ブックリサイクル市

リサイクル本や除

籍した本をひとり

20冊まで無料配布

（絵本は３冊まで）

とき・ところ　10月29日㈰　市民体育館

【第１部　午前９時～正午】１時間の完全入替制（滞在50分＋入替10分）で行います。

定員　200人（抽選）　

申込方法　電話または館内のカウンター（開館時間内）、ながの電子申請

　　　　　※１家族３人まで申し込み可能。重複しての申し込みはご遠慮

　　　　　　ください。

申込期間　10月４日㈬～12日㈭

抽選結果　10月20日㈮までに郵送でお知らせします。当選された方は、入場券に必要

　　　　　事項を記入して、10月29日㈰の指定された時間にお越しください。

【第２部　正午～午後１時（午後０時30分までにご入場ください）】

自由入場…抽選にもれた方や、申し込みをしていない方も入場できます。

おとなのための

　　　　　朗読会

おとなのための選
え

りすぐりの文学作

品を耳から楽しむ

とき・ところ　11月11日㈯午後１時30分～３時　須坂版画美術館ロビー

内容　須坂版画美術館の企画展「没後50年 初山滋 版画展」にあわせ、初山滋が挿絵

　　　を描いたアンデルセン作品を朗読します。

出演　今井理恵子さん（（一社）日本朗読検定協会認定エルダー・プロフェッサー）、

　　　山岸淳子さん（キラキラぱ～く）、須坂りんどうの会

参加費　500円（入館料）

定員　30人（申込順）

申込方法　電話または館内のカウンター（開館時間内）

申込期間　10月13日㈮～11月２日㈭

郷土ミニ講座

「須坂新聞でみる

須坂の歴史」

とき・ところ　11月８日㈬午後２時～３時　市立須坂図書館２階読書室

内容　須坂新聞の記事から郷土の歴史をたどるミニ講座です。須坂新聞記事検索サー

　　　ビスの活用方法もご紹介します。

講師　須坂新聞社

定員　10人（申込順）

申込方法　電話または館内のカウンター（開館時間内）、ながの電子申請

申込期間　10月６日㈮～11月５日㈰

本にまつわるエト

セトラ

読書週間にちなみ、本・図書館・出版などにまつわる小説を集めて展示します。

ところ　市立須坂図書館１階ロビー

としょかんクロス

ワード

市立須坂図書館や本に関するクロスワードクイズにチャレンジしてみよう。

ところ　市立須坂図書館１階で配布

本　の　特　集　　展　示　・　貸　出

電子申請

右の二次元コードから市立須坂図書館
ホームページをご覧いただけます。

電子申請
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市長の

いきいき
　　通信

動
機
善
な
り
や
、私
心
な
か
り
し
か

　

こ
の
言
葉
は
、
京
セ
ラ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
創
業
者
で
あ
り
日
本
を
代

表
す
る
経
営
者
の
稲
盛
和
夫
氏
の
言
葉
で
す
。
私
の
知
り
合
い
の

経
営
者
は
、
赤
字
経
営
で
あ
っ
た
時
に
友
人
か
ら
稲
盛
氏
の
音
声

テ
ー
プ
を
薦
め
ら
れ
、
毎
朝
聴
い
て
い
る
う
ち
に
考
え
方
が
変
わ

り
、
黒
字
経
営
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
動
機
善
な
り
や
、
私
心
な
か
り
し
か
」
と
は
、
判
断
や
行
動

を
す
る
際
に
、
動
機
が
自
分
の
都
合
で
は
な
く
誰
か
ら
見
て
も
善

い
こ
と
で
あ
る
か
、
自
分
の
心
に
私
心
が
な
い
か
を
問
い
続
け
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
市
長
職
を
執
行
す
る
に

あ
た
り
、
「
動
機
善
、
私
心
な
し
」
を
自
分
自
身
に
問
い
か
け
て

い
ま
す
。
も
し
、
そ
れ
に
背
い
て
い
た
場
合
は
、
「
天て

ん
も
う
か
い
か
い

網
恢
恢
疎そ

に
し
て
漏
ら
さ
ず
（
悪
事
は
見
逃
さ
な
い
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、

公
務
に
共
に
携
わ
る
市
職
員
は
敏
感
な
の
で
、
嘘
や
隠
し
事
は
見

抜
か
れ
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な
考
え
方
で
、
良
心
に
恥
じ
な
い
判
断

が
で
き
る
の
で
、
精
神
衛
生
上
に
も
よ
く
、
結
果
的
に
う
ま
く
い

き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
外
の
多
く
の
方
は
「
動
機
善
、
私
心
な

し
」
に
よ
り
損
得
抜
き
で
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

稲
盛
氏
は
、
「
素
直
な
心
、
熱
意
、
努
力
」
と
い
う
単
純
な
原

理
こ
そ
が
人
生
を
決
め
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

人
間
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
継
続
し
て
、
徹
底
で
き
る
人

が
、
分
野
を
問
わ
ず
魅
力
的
と
感
じ
ま
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お

き
の
話
や
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

何
か
一
言
ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え

て
、
左
の
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い

（
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
申
請
可
）。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字

数
な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
応
募
締
切　

10
月
19
日
㈭
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i

t
y.s

u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券
（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

㈱
古
城
荘
提
供

ー問題ー

ヒ
ン
ト
…
33
ペ
ー
ジ

２
０
２
２
年
度
の
ご
み
処
理
費
用

市
民
一
人
当
た
り
い
く
ら
？

一
人
当
た
り
約
○
○
○
○
円

●
電
子
申
請

慌
た
だ
し
く
も
充
実
の
育
休

　

８
月
に
２
人
目
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
、
現
在
、
男
性
の
育
児
休
業

制
度
を
利
用
し
育
休
中
で
す
。
育

児
は
慌
た
だ
し
く
大
変
で
す
が
、

家
族
で
一
緒
に
過
ご
せ
る
貴
重
な

時
間
を
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　

ト
マ
ト
さ
ん　

32
歳
）

子
ど
も
の
運
動
会

　

子
ど
も
の
小
学
校
の
運
動
会
が

あ
り
ま
し
た
。
練
習
の
話
は
あ
ま

り
聞
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
当

日
、
イ
キ
イ
キ
と
取
り
組
む
わ
が

子
の
姿
に
、
目
頭
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

Ｋ
さ
ん　

45
歳
）

市

ズ

イ

ク

報

～９月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

若
い
人
の
企
画
に
ワ
ク
ワ
ク

　

こ
の
頃
、
い
ろ
い
ろ
な
マ
ル

シ
ェ
が
開
か
れ
、
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
若
い
人
の
新
し
い
企
画
に
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
中
沢
さ
ん　

66
歳
）

須
坂
市
に
帰
省
し
て

　

大
学
進
学
で
須
坂
市
を
出
て
、

寮
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
夏
休

み
で
帰
省
し
、
や
は
り
地
元
は
い

い
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
緑

い
っ
ぱ
い
で
温
か
い
住
民
の
方
が

た
く
さ
ん
い
る
須
坂
市
が
大
好
き

で
す
。

　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

　
　
　
　

ぶ
ど
う
さ
ん　

18
歳
）
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情情報報フファァイイルル情情報報フファァイイルル 月月月月月情報ファイル1010101010
●
全
国
地
域
安
全
運
動

　
10
月
11
日
㈬㈬
～
20
日
㈮㈮

ス
ロ
ー
ガ
ン　

「
思
い
や
り
の
心

で
つ
く
ろ
う
！
日
本
一
安
全
・
安

心
な
信
州
」

　

地
域
住
民
と
警
察
、
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
行
政
な
ど
が
連
携
し

て
安
全
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く

た
め
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

▼
地
域
の
協
力
で
、
特
に
子
ど
も

や
女
性
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
り
ま

●
検
査
容
器
返
却
の
お
願
い

　

11
月
１
日
㈬
ま
で
の
大
腸
が
ん

検
診
で
検
査
容
器
を
使
用
し
な
か
っ

た
方
は
、
２
０
２
４
年
２
月
28
日
㈬

ま
で
に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
場
所　

▼
健
康
づ
く
り
課

（
窓
口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）
▼

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
消
化
器
検
診
実

施
会
場

※
検
診
実
施
会
場
に
は
、
検
診
日

当
日
の
午
前
９
時
ま
で
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

●
介
護
者
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

対　

象　

▼
２
０
２
３
年
８
月
１

日
現
在
、
市
内
在
住
で
２
０
２
２

年
８
月
１
日
～
２
０
２
３
年
７
月

31
日
ま
で
に
３
カ
月
以
上
被
介
護

者
（
要
介
護
３
以
上
・
重
度
心
身

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
な
ど
の
通
所
費
用
一
部
補
助

対　

象　

２
０
２
３
年
４
月
１
日

～
９
月
30
日
ま
で
に
生
活
介
護
・

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
・
自
立
訓
練
・
市
内
の
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
児
通

し
ょ
う
。

▼
「
電
話
で
お
金
詐
欺
」
被
害
防

止
の
た
め
、
自
宅
の
電
話
は
常
に

留
守
番
電
話
に
設
定
し
、
相
手
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
発
に
行
い
、
不
審
者
を
寄

せ
付
け
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

障
が
い
児（
者
）（
３
歳
以
上
））
と

同
居
し
て
介
護
し
て
い
る
方
▼
別

居
し
て
い
る
被
介
護
者
を
そ
の
自

宅
で
３
カ
月
以
上
介
護
し
て
い

て
、
同
居
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

認
め
ら
れ
る
方
（
入
院
・
施
設
入

所
期
間
を
除
く
）

申
請
方
法　

民
生
児
童
委
員
に
よ

る
配
布
ま
た
は
市
か
ら
の
郵
送
に

よ
り
届
い
た
申
請
書
を
記
入
の

上
、
通
知
文
に
記
載
の
提
出
先
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

10
月
31
日
㈫

※
提
出
期
限
を
厳
守
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
、
対
象
と

な
る
か
ご
不
明
な
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
金
額　

８
０
０
０
円（
月
額
）

支
給
時
期　

12
月
中
旬

申
請
・
問
合
せ　

▼
要
介
護
認
定

者
に
関
す
る
こ
と
…
高
齢
者
福
祉

課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

▼
重
度
心
身
障
が
い
児（
者
）に
関

す
る
こ
と
…
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

所
施
設
を
利
用
す
る
た
め
に
公
共

交
通
機
関
や
車
で
通
所
し
た
方

（
施
設
の
送
迎
を
除
く
）

対
象
経
費　

▼
公
共
交
通
機
関
の

交
通
費
▼
自
家
用
車
な
ど
の
燃
料
代

補
助
額　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
の
額
（
上
限
が
あ
り
ま
す
）

申
請
方
法　

申
請
書
な
ど
を
福
祉

課
（
窓
口
８
番
・
本
庁
舎
１
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
や
補
助
金
額
な
ど
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
請
締
切　

10
月
31
日
㈫

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐

９
０
０
３
）

●
第
10
回
須
坂
市
小
中
学
校
適

　
正
規
模
等
審
議
会

　

須
坂
市
小
中
学
校
適
正
規
模
等

審
議
会
で
は
、
市
教
育
委
員
会
の

諮
問
を
受
け
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
市
内
小
中
学
校
の
適
正
な
規

模
・
配
置
の
在
り
方
を
議
論
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
２
０
２
３

年
度
中
の
答
申
に
向
け
、
素
案
の

検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
学
校
教
育
課
へ
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
19
日
㈭
午
後
３
時

～
５
時

市ホーム
ページ

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)
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◎
２
０
２
２
年
度
須
坂
市
人
権
教
育
啓
発
標
語
優
秀
作
品 

…
… 

認
め
よ
う　

一
人
一
人
が　

ち
が
う
こ
と　

相
森
町　

石
﨑
鮎
美
さ
ん

 

●
長
野
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県

最
低
賃
金
」
が
、
10
月
１
日
㈰
か

●
10
月
は
里
親
月
間
で
す

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

す
る
た
め
に
は
、
温
か
い
家
庭
で

愛
さ
れ
育
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
養
育
す
る
の
が
「
里

親
制
度
」
で
す
。

　

里
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
受

け
止
め
家
庭
で
育
て
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

長
野
県
中
央
児
童
相
談

所
家
庭
養
育
推
進
係

（
☎
２
３
８
‐
８
０
３
０
）

●
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ
て
、
防
災
行

政
無
線
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま

す
。
身
を
守
る
行
動
訓
練
の
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
２
日
㈭
午
前
10
時
頃

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

Ｅ
メ
ー
ル　

s
c
h
o
o
l
@
c
i
t
y
.

s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p

●
須
坂
市
長
選
挙

告
示
日　

２
０
２
４
年
１
月
14
日

㈰
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

投
票
日　

２
０
２
４
年
１
月
21
日

㈰
午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
第
16
投
票
所
（
峰
の
原
高
原
）

は
午
前
８
時
～
午
後
６
時

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
２
）

　

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
、
被
害

の
顕
著
な
地
区
か
ら
順
次
、
被
害

木
の
伐
倒
作
業
を
行
い
ま
す
。
被

害
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
緊
急
的

に
実
施
す
る
た
め
、
森
林
所
有
者

の
皆
さ
ん
へ
ご
連
絡
す
る
こ
と
な

く
伐
倒
駆
除
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
伐
倒
駆
除
に
対
し
不

都
合
な
ど
が
あ
る
森
林
所
有
者
は
、

農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

●
松
く
い
虫
の
防
除
作
業

ら
時
間
額
９
４
８
円
に
改
正
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
野
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
☎
２
２
３
‐
０
５
５
５
）

●
長
野
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

　
＃
７
１
１
９
／
＃
８
０
０
０

　

急
な
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
救

急
車
を
呼
ぶ
か
、
病
院
に
行
く
か

迷
っ
た
と
き
に
は「
＃
７
１
１
９
」

（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の

場
合
は
、
☎
０
２
６
‐
２
３
１
‐

３
０
２
１
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

症
状
を
伺
い
、
看
護
師
が
ア
ド

県ホーム
ページ

バ
イ
ス
し
ま
す
。

運
用
開
始　

10
月
１
日
㈰
午
前
８
時

対　

象　

お
お
む
ね
15
歳
以
上
の
方

受
付
時
間　

▼
平
日
午
後
７
時
～

翌
日
午
前
８
時
▼
土
・
日
曜
日
、祝

日
午
前
８
時
～
翌
日
午
前
８
時

【
お
お
む
ね
15
歳
未
満
の
場
合
は
、

＃
８
０
０
０
へ
】

受
付
時
間　

毎
日
午
後
７
時
～
翌

日
午
前
８
時

※
緊
急
、
重
症
の
場
合
は
、
迷
わ

ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
野
県
医
療
政
策
課

（
☎
２
３
５
‐
７
１
３
１
）

Ｅメール

　

ご
み
の
野
外
焼
却
は
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
害
な

煙
を
発
生
さ
せ
る
原
因
と
な
る
な

ど
、
周
辺
環
境
へ
悪
影
響
を
与
え

る
た
め
、
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　

農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

ず
行
う
果
樹
の
剪
定
枝
な
ど
の
焼

却
に
限
り
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
焼
却
す
る
際
は
事
前
に
消
防

署
へ
の
届
け
出
を
し
、
煙
が
周
辺

住
民
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
配
慮

し
な
が
ら
、
延
焼
な
ど
の
火
災
防

止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
チ
ッ
プ
化
し
、
堆
肥
や

土
壌
改
良
材
な
ど
で
の
活
用
も
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※
周
辺
住
民
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た

場
合
な
ど
は
、
直
ち
に
焼
却
を
中

止
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

▼
生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

▼
農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

●
果
樹
剪せ

ん
て
い定

枝
な
ど
の
焼
却

【「
果
樹
剪
定
枝
等
ま
き
ス
ト
ー
ブ

活
用
推
進
事
業
」 

受
付
中
】

　

須
坂
市
を
含
む
近
隣
９
市
町

村
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
施
策
と
し

て
、
農
園
か
ら
出
た
果
樹
剪
定
枝

な
ど
を
必
要
な
方
が
活
用
で
き
る

よ
う
、
農
家
と
ま
き
ス
ト
ー
ブ
利

用
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

▼
ま
き
ス
ト
ー
ブ
利
用

者
▼
農
家
（
ま
き
提
供
者
）

申
込
期
限　

11
月
10
日
㈮

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

長
野
市
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
３
７
‐
６
６
８
１
）

●
爆
音
機
騒
音
防
止
の
お
願
い

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

防
止
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
爆
音

機
の
爆
発
音
に
関
し
て
、
例
年
、

周
辺
住
民
か
ら
多
く
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

爆
音
機
以
外
の
対
策
を
す
る

か
、
使
用
時
は
次
の
こ
と
に
配
慮

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
居
か
ら
直
線
距
離
２
０
０
ｍ

以
内
の
位
置
で
使
用
し
な
い
。

▼
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
間
は

使
用
し
な
い
。

▼
近
隣
に
住
宅
が
あ
る
場
合
は
、朝

早
い
時
間
帯
の
使
用
を
自
粛
す
る
。

▼
筒
先
を
住
宅
地
に
向
け
な
い
。

▼
で
き
る
限
り
、
爆
音
機
の
間
隔

を
あ
け
て
設
定
す
る
。

▼
音
量
調
整
に
配
慮
す
る
。

▼
使
用
期
間
は
最
小
限
と
す
る
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
） 市ホーム

ページ
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募
　
　
　

集

　

南
小
河
原
町
区
で
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
実
施
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
、
複
合
機
、

●
宝
く
じ
助
成
金
の
活
用

接
続
日　

12
月
１
日
㈮

料　

金　

下
水
道
使
用
料
の
基
本

料
金
や
汚
水
量
料
金
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

事
業
分
担
金　

「
農
業
集
落
排
水

事
業
分
担
金
ま
た
は
加
入
金
」
か

ら
「
下
水
道
事
業
受
益
者
分
担

金
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

す
で
に
受
益
地
の
「
農
業
集
落

排
水
事
業
受
益
者
分
担
金
ま
た
は

加
入
金
」
を
納
入
済
の
方
は
新
た

に
分
担
金
を
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
新
た
な
取

付
管
の
設
置
申
請
を
す
る
場
合
は

「
農
業
集
落
排
水
事
業
加
入
金
」

と
し
て
１
カ
所
あ
た
り
40
万
円
を

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
１
日
㈮
か
ら
は
、
「
下
水

●
高
甫
地
区
農
業
集
落
排
水
施

　
設
の
区
域
の
皆
さ
ん
へ

　
公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
す

　

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
た
た

め
、
２
０
２
３
年
度
の
申
請
受
け

付
け
を
一
時
休
止
し
て
い
ま
す
。

再
開
の
際
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

●
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助

　
金
の
申
請
受
け
付
け
を
休
止

　
し
て
い
ま
す

●
各
種
委
員
募
集

　

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
行
政

運
営
に
生
か
す
た
め
、
審
議
会
な

ど
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈪

【
須
坂
市
環
境
審
議
会
委
員
】

会　

議　

年
１
～
５
回（
平
日
昼
）

審
議
内
容　

環
境
基
本
計
画
の
策

定
や
変
更
な
ど
に
関
す
る
事
項

任　

期　

２
０
２
４
年
４
月
１
日

～
２
０
２
６
年
３
月
31
日

募
集
人
数　

１
人

【
須
坂
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
】

会　

議　

年
２
回
程
度（
平
日
昼
）

審
議
内
容　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
な
ど
に
関
す
る
事
項

任　

期　

２
０
２
４
年
４
月
１
日

～
２
０
２
７
年
３
月
31
日

募
集
人
数　

４
人

【
市
立
須
坂
図
書
館
協
議
会
委
員
】

会　

議　

年
２
回
程
度（
平
日
昼
）

審
議
内
容　

図
書
館
の
運
営
方
針

お
よ
び
事
業
な
ど
に
関
す
る
事
項

任　

期　

２
０
２
４
年
７
月
１
日

～
２
０
２
６
年
６
月
30
日

募
集
人
数　

若
干
人

●
２
０
２
４
年
度
採
用
市
役
所

　
職
員
（
上
・
中
級
）
募
集

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
９
日
㈪

採
用
予
定
人
数　

若
干
人

試
験
区
分
・
該
当
年
齢

【
上
級
】

▼
行
政
…
１
９
８
９
年
４
月
２
日

～
２
０
０
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

▼
行
政
（
情
報
処
理
）
…
１
９
８

９
年
４
月
２
日
～
２
０
０
２
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
土
木
…
１
９
９
４
年
４
月
２
日

～
２
０
０
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

【
中
級
】

▼
保
育
士
…
１
９
９
４
年
４
月
２

日
～
２
０
０
４
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

▼
保
育
士
（
社
会
人
枠
）
…
１
９

８
４
年
４
月
２
日
～
１
９
９
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
そ
の
他
、
受
験
資
格
な
ど
の
詳

市ホーム
ページ

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
２
４
８
‐

９
０
０
０
）

●
長
野
広
域
連
合
一
般
廃
棄
物

　
最
終
処
分
場
（
エ
コ
パ
ー
ク

　
須
坂
）
環
境
調
査
結
果

　

仁
礼
町
区
と
の
協
議
に
基
づ

き
、
長
野
広
域
連
合
が
仁
礼
地
区

で
運
営
し
て
い
る
エ
コ
パ
ー
ク
須

坂
で
、
環
境
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
長
野
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

長
野
広
域
連
合
環
境
推

進
課
（
☎
２
１
３
‐
５
３
０
０)

長野広域
連合ホー
ムページ

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
、
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

道
事
業
受
益
者
分
担
金
」
と
し
て

１
㎡
あ
た
り
５
０
０
円
×
土
地
の

面
積
で
求
め
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
３
）
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●
自
衛
官
募
集

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

受
験
資
格　

２
０
２
４
年
４
月
１

日
時
点
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間　

▼
推
薦
…
10
月
１
日

㈰
～
12
月
１
日
㈮
▼
一
般
…
10
月

１
日
㈰
～
２
０
２
４
年
１
月
５
日
㈮

試
験
日　

▼
推
薦
…
２
０
２
４
年

１
月
６
日
㈯
～
８
日
㈪
の
い
ず
れ

※
詳
細
や
申
込
方
法
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
２
４
８
‐

９
０
０
０
）

市ホーム
ページ

　

「
こ
の
本
、
紹
介
し
た
い
！
」

と
い
う
思
い
が
つ
ま
っ
た
コ
メ
ン

ト
カ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す
。
カ
ー

ド
は
選
考
し
、
市
立
須
坂
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
27
日
㈮
～
11
月

９
日
㈭

応
募
方
法　

市
内
の
小
学
校
お
よ

び
市
立
須
坂
図
書
館
で
配
布
す
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
設
置
し
て

あ
る
応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

●
す
ざ
か
子
ど
も
読
書
ち
ゃ
れ

　
ん
じ
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
募
集

●
須
高
未
来
塾
受
講
者
募
集

対　

象　

▼
事
業
の
経
営
者
・
後

継
者
候
補
の
方
▼
創
業
予
定
の
方

▼
創
業
し
て
間
も
な
い
方
な
ど

と
き
・
内
容

▼
10
月
29
日
㈰
…
「
経
営
者
の
心

構
え
」

▼
11
月
５
日
㈰
…
「
事
業
計
画
」

▼
11
月
12
日
㈰
…
「
財
務
」

▼
11
月
19
日
㈰
…
「
販
売
促
進
」

▼
11
月
26
日
㈰
…
「
人
材
育
成
」

▼
12
月
３
日
㈰
…
「
事
業
計
画
の

仕
上
げ
」

※
各
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

須
坂
市
技
術
情
報
セ
ン

タ
ー

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
商
工
会
議

所
（
☎
２
１
４
‐
２
１
４
０
）

か
▼
一
般
（
一
次
試
験
）
…
２
０

２
４
年
１
月
13
日
㈯
ま
た
は
14
日
㈰

【
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
】

資　

格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
限　

11
月
30
日
㈭

試
験
日　

12
月
９
日
㈯
～
14
日
㈭

の
い
ず
れ
か

【
第
３
回
自
衛
官
候
補
生
】

資　

格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
限　

11
月
30
日
㈭

試
験
日　

12
月
９
日
㈯
ま
た
は
10

日
㈰

問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力

本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

　

編
み
物
を
自
治
体
や
施
設
な
ど

に
寄
附
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
家
庭
に
不
要
な
毛
糸
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
（
毎
週
水
曜

日
）
。

問
合
せ　

信
越
花
倶
楽
部（
伊
藤
）

（
☎
０
９
０
‐
２
２
０
０
‐
６
１
２
０
）

●
毛
糸
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

行

事
・

催

し

●
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

　
イ
ベ
ン
ト

入
館
料　

５
０
０
円

【
し
あ
わ
せ
の
リ
カ
ち
ゃ
ん
展
】

　

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
い
る

リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
を
展
示
し
ま

す
。
文
化
服
装
学
院
の
生
徒
が
須

坂
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
リ
カ
ち
ゃ
ん
も
登
場
し
ま
す
。

期　

間　

10
月
７
日
㈯
～
２
０
２

４
年
１
月
21
日
㈰
（
水
曜
日
、
12

月
29
日
～
２
０
２
４
年
１
月
３
日

を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
形
服
を
つ
く
ろ
う
】

　

リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
や
ブ
ラ
イ
ス

人
形
の
服
を
作
り
ま
す
。

講　

師　

う
さ
ぎ
の
ポ
ッ
ケ
さ
ん

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈮
～
28
日
㈯

▼
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ド
レ
ス
作
り

と　

き　

11
月
４
日
㈯
午
前
10
時

～
11
時

参
加
費　

８
０
０
円（
入
館
料
別
）

定　

員　

８
人
（
申
込
順
）

▼
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
ー
ル
服
作
り

と　

き　

11
月
４
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時

参
加
費　

１
５
０
０
円（
入
館
料
別
）

定　

員　

５
人
（
申
込
順
）

申
込
・
問
合
せ　

世
界
の
民
俗
人

形
博
物
館
（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

●
旧
小
田
切
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト

入
館
料　

３
０
０
円

【
旧
家
で
茶
会
】

　

須
坂
市
茶
道
協
会
（
表
千
家
）

の
茶
会
を
体
験
で
き
ま
す
。
服
装

は
自
由
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
15
日
㈰
▼
午
前
９

時
～
▼
午
後
２
時
～

参
加
費　

一
服
３
０
０
円
（
入
館

料
別
）

【
文
化
の
ま
な
ざ
し
】

　

伝
統
工
芸
作
品
や
ク
ラ
フ
ト
作

品
の
展
示
、販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
３
日
㈮
▼
４
日

㈯
▼
５
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

問
合
せ　

旧
小
田
切
家
住
宅

（
☎
２
４
６
‐
２
２
２
０
）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ジ
チ
タ
イ
ア

ド
へ
（
☎
０
９
２
‐
７
１
６
‐
１
４
０
１
）

広
告
欄
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・24・2023年10月号

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ジ
チ
タ
イ
ア

ド
へ
（
☎
０
９
２
‐
７
１
６
‐
１
４
０
１
）

市外局番…（026）

●
第
54
回
須
坂
き
の
こ
展

と
こ
ろ　

創
造
の
家
１
階
軽
運
動
室

【
き
の
こ
展
示
】

　

野
生
き
の
こ
や
、
き
の
こ
食
中

毒
に
関
す
る
啓
発
パ
ネ
ル
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

と　

き　

▼
10
月
14
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
４
時
▼
15
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
３
時

【
き
の
こ
鑑
別
】

　

会
場
で
須
坂
き
の
こ
の
会
会
員

が
き
の
こ
の
食
毒
鑑
別
を
し
ま

す
。
採
取
し
た
き
の
こ
は
す
べ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

と　

き　

▼
10
月
14
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
４
時
▼
15
日
㈰
午
前
11

時
30
分
～
午
後
３
時

※
入
場
・
鑑
別
と
も
に
無
料
で
す
。

問
合
せ　

須
坂
市
立
博
物
館

（
☎
２
４
５
‐
０
４
０
７
）

●
人
権
学
習
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

と　

き　

10
月
17
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
２
時
40
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

▼
「
私
の
歩
ん
だ

道
（
同
和
問
題
）」
…
36
分
▼
「
い

の
ち
の
証
を
求
め
て
」
…
30
分

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

と
こ
ろ　

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム

（
長
野
市
）

【
第
30
節　

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
戦
】

と　

き　

10
月
８
日
㈰
午
後
２
時
～

【
第
32
節　

Ｆ
Ｃ
大
阪
戦
】

と　

き　

10
月
22
日
㈰
午
後
１
時
～

【
第
33
節　

ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
戦
】

と　

き　

10
月
29
日
㈰
午
後
２
時
～

　

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
パ
ル
セ
イ

ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

事
務
局
（
☎
２
４
４
‐
７
７
８
０
）

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ト
ッ

　
プ
チ
ー
ム
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

●
「
あ
ゆ
み
展
」「
上
高
井
郡

　
市
展
覧
会
」

と　

き　

▼
10
月
21
日
㈯
午
前
10

時
～
午
後
５
時
▼
22
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル

キ
ー
３
階

【
あ
ゆ
み
展
】　

　

須
高
地
区
の
特
別
支
援
学
級
や

須
坂
支
援
学
校
で
学
ぶ
児
童
・
生

●
須
坂
版
画
美
術
館
イ
ベ
ン
ト

【
没
後
50
年　

初
山
滋

し
げ
る

版
画
展
～

初
山
イ
ズ
ム
～
】

　

童
話
・
版
画
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
作
品
を
制
作
し
て
き
た
初
山
滋

の
版
画
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
26
日
㈰
ま
で（
水
曜

日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
館
料　

５
０
０
円

【
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
ト
ッ
プ
ス
作
り
】

　

須
坂
版
画
美
術
館
で
生
地
に
柄

を
の
せ
、
世
界
の
民
俗
人
形
博
物

館
で
生
地
を
縫
い
合
わ
せ
ま
す
。

と　

き　

11
月
３
日
㈮
午
後
１
時

～
４
時

講　

師　

北
澤
麻
希
さ
ん

参
加
費　

８
０
０
円
（
２
館
共
通

入
館
料
８
０
０
円
別
途
）

定　

員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

10
月
27
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
版
画
美
術

館
（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

入
館
料　

５
０
０
円

【
祖
父
龍
子-
川
端
龍
子
と
岡
信
孝
‐
】

　

「
会
場
芸
術
」
で
日
本
の
画
壇

に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
画
家
・

川
端
龍
子
を
、
岡
信
孝
の
師
匠
、

祖
父
と
し
て
の
視
点
か
ら
捉
え
ま
す
。

期　

間　

10
月
６
日
㈮
～
11
月
８

日
㈬
（
木
曜
日
を
除
く
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

【
秋
の
大
虫
干
し
会
】

　

着
物
の
保
存
・
管
理
の
た
め
に

風
を
通
す
「
虫
干
し
」
を
約
50
点

の
着
物
で
再
現
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
時

は
縮
小
ま
た
は
中
止
）

【
き
も
の
で
そ
ぞ
ろ
歩
き
】

　

着
物
を
着
て
町
並
み
ガ
イ
ド
の

案
内
で
蔵
の
町
を
回
り
ま
す
。

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈮
～
25
日
㈬

▼
ゆ
っ
た
り
蔵
の
町
散
策

と　

き　

11
月
３
日
㈮
①
午
前
11

時
～
正
午
②
午
後
１
時
～
２
時

参
加
費　

１
２
０
０
円

定　

員　

各
10
人
（
申
込
順
）

▼
和
装
小
物
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
体
験

と　

き　

11
月
４
日
㈯
午
前
11
時

～
午
後
０
時
30
分

参
加
費　

１
１
０
０
円

定　

員　

８
人
（
申
込
順
）

▼
し
っ
と
り
着
物
で
ラ
ン
チ
（
能

登
忠
）

●
須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

　
イ
ベ
ン
ト

と　

き　

11
月
５
日
㈰
午
前
11
時

～
午
後
１
時

参
加
費　

４
７
０
０
円

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
ク
ラ
シ
ッ

ク
美
術
館
（
☎
２
４
６
‐
６
４
７
４
）

●
県
農
業
試
験
場
一
般
公
開

と　

き　

10
月
７
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

長
野
県
農
業
試
験
場
・

果
樹
試
験
場

内　

容　

▼
研
究
成
果
や
品
種
の

展
示
▼
果
樹
園
め
ぐ
り
▼
農
業
相

談
▼
試
食
・
生
産
物
販
売
な
ど

問
合
せ　

長
野
県
農
業
試
験
場

（
☎
２
４
６
‐
２
４
１
１
）チケット



広
告
欄
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広
告
の
問
い
合
わ
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㈱
ジ
チ
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ア

ド
へ
（
☎
０
９
２
‐
７
１
６
‐
１
４
０
１
）

市外局番…（026）

●
第
36
回
信
州
須
坂
大
菊
花
展

　

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
見
事

な
菊
が
会
場
を
彩
り
ま
す
。

期　

間　

10
月
25
日
㈬
～
11
月
12

日
㈰
正
午

と
こ
ろ　

臥
竜
公
園
内
特
設
会
場

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

●
ス
ポ
ー
ツ
講
演
と
実
技
指
導

と　

き　

10
月
21
日
㈯

と
こ
ろ　

須
坂
勤
労
青
少
年
体
育

●
障
が
い
者
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

10
月
28
日
㈯
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

百
々
川
緑
地
公
園
つ
つ

じ
コ
ー
ス

対　

象　

▼
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

者
▼
須
坂
市
身
障
協
会
会
員

申
込
期
限　

10
月
19
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

身
体
障
害
者
福

祉
協
会（
☎

２
４
８
‐
８
８
８
７
）

※
電
話
は
火
・
木
曜
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

は
期
間
中
終
日
受
け
付
け
ま
す
。

●
わ
ー
く
わ
く
臥
竜
山

　

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
に
挑
戦
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
す
。
家
族
や
親
子
で
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
29
日
㈰

と
こ
ろ　

▼
南
部
地
域
公
民
館
▼

臥
竜
山
公
会
堂

対　

象　

未
就
学
児
～
小
学
生

ホーム
ページ

と　

き　

▼
10
月
28
日
㈯
▼
29
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

須
坂
創
成
高
等
学
校

※
エ
コ
バ
ッ
ク
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

食
品
（
レ
ト
ル
ト
・
缶
詰
な
ど
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

須
坂
創
成
高
等
学
校

（
☎
２
４
５
‐
０
１
０
３
）

●
第
７
回
創
成
フ
ェ
ア
一
般
公
開

　

当
日
調
理
し
た
お
弁
当
、お
米
、

衣
類
な
ど
を
配
布
し
ま
す
（
な
く

な
り
次
第
終
了
）。

と　

き　

10
月
22
日
㈰
正
午
～

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

▼
子
ど
も
（
高
校
生
ま

で
）
…
無
料
▼
大
人
…
２
０
０
円

【
食
料
品
の
寄
附
受
付
】

対
象
品　

▼
お
米
▼
野
菜
▼
イ
モ

類
▼
保
存
食
品
な
ど

問
合
せ　

す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
実

行
委
員
会
（
斎
藤
）

（
☎
０
９
０
‐
４
４
６
０
‐
２
９
１
９
）

●
す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂

セ
ン
タ
ー

講　

師　

関
賢
一
さ
ん
（
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
（
須
坂
市
在
住
））

持
ち
物　

上
履
き

定　

員　

各
１
４
０
人（
先
着
順
）

【
第
１
部
（
午
後
１
時
～
２
時
）】

演　

題　

安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
み
ケ
ガ
を
し
な
い
身
体
づ

く
り
～
正
し
い
体
幹
、
身
体
の
使

い
方
～
（
小
中
高
生
向
け
）

【
第
２
部
（
午
後
２
時
15
分
～
３
時

15
分
）
】

演　

題　

よ
り
長
く
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
た
め
の
身
体
づ
く
り
～
関

節
・
筋
肉
の
正
し
い
整
え
方
～（
大

人
・
シ
ニ
ア
向
け
）

問
合
せ　

須
坂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
☎
２
４
８
‐
０
８
９
２
）

●
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

　
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
無
料
の
日

　

バ
ス
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

バ
ス
な
ど
の
乗
車
運
賃
が
無
料
に

な
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
21
日
㈯

対
象
路
線　

須
坂
市
、
長
野
市
、

高
山
村
内
な
ど
の
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

が
利
用
可
能
な
バ
ス
路
線
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー

※
詳
細
は
、
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
２
４
８
‐

９
０
０
２
）

KURURU
ホーム
ページ

徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
両
日

と
も
午
後
１
時
～
３
時
に
は
手
作

り
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

【
上
高
井
郡
市
展
覧
会
】　

　

須
高
地
区
の
小
・
中
学
生
の
作

品
（
図
画
工
作
や
美
術
、
技
術
家

庭
、
習
字
）
を
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ　

▼
あ
ゆ
み
展
…
東
中
学

校
（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
２
）

▼
上
高
井
郡
市
展
覧
会
…
井
上
小

学
校
（
☎
２
４
５
‐
０
５
９
９
）

※
保
護
者
同
伴
、
要
申
し
込
み

※
時
間
や
参
加
費
な
ど
の
詳
細

は
、
長
野
経
済
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
野
経
済
研
究
所
臥
竜

公
園
活
性
化
チ
ー
ム
（
☎
２
２
４

‐
０
５
０
４
）

●
第
２
回
歴
史
文
化
講
演
会

と　

き　

10
月
31
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所
市
民

交
流
室

演　

題　

「
須
坂
町
の
変
遷
」

講　

師　

▼
北
島
袈
裟
則
さ
ん
▼

河
野
清
一
さ
ん
▼
山
下
徹
さ
ん

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

須
坂
市
文
書
館

（
☎
２
８
５
‐
９
０
４
１
）



広
告
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社
寺
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な
が

●
町
並
み
小ち

い
さ
ん
ぽ

散
歩

●
人
権
教
育
講
座
③

と　

き　

10
月
12
日
㈭
午
後
６
時

30
分
～
８
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演　

題　

「
心
の
ワ
ク
チ
ン
と
生

徒
会
の
行
動
宣
言
～
生
徒
た
ち
と

と
も
に
学
び
た
い
こ
と
～
」

講　

師　

永
池
隆
さ
ん
（
元
長
野

県
同
和
教
育
推
進
協
議
会
会
長
・

元
中
学
校
長
）

問
合
せ　

人
権
同
和
教
育
課

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

と　

き　

10
月
19
日
㈭
午
前
11
時

10
分
～
11
時
50
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ
な
ど

持
ち
物
　
▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
、マ
ス
ク
着
用

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
高
齢
者
健
康
教
室

　

一
緒
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
セ

ル
フ
ケ
ア
の
方
法
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

●
介
護
教
室

●
第
39
回
消
防
団
音
楽
隊
定
期 

　
演
奏
会

　

４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
で
す
。

ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

11
月
12
日
㈰
午
後
５
時
～

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
奏
曲　

▼
銀
河
鉄
道
９
９
９
▼

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ミ
ッ
キ
ー
▼
ル
パ
ン

三
世
の
テ
ー
マ　

な
ど

入
場
料　

無
料（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
２
４
５
‐
４
１
０
０
）

講

座
・

教

室

　

秋
の
臥
竜
山
周
辺
の
歴
史
探
訪

を
し
、
名
物
の
お
団
子
を
味
わ
い

な
が
ら
菊
花
展
も
見
学
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
４
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
０
時
30
分

集
合
・
解
散　

須
坂
市
立
博
物
館
前

●
市
内
見
学
ま
な
び
ー
号

　
お
宝
探
し
の
旅
　
臥
竜
公
園

　
ぐ
る
っ
と
一
周
ウ
ォ
ー
ク

●
古
墳
人
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
づ
く
り

　

勾ま
が
た
ま玉

・
帯
金
具
バ
ッ
チ
を
作
り

ま
す
。

と　

き　

11
月
３
日
㈮
▼
午
前
10

時
～
正
午
▼
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

と
こ
ろ　

須
坂
市
立
博
物
館

参
加
費　

３
０
０
円
～
５
０
０
円

対　

象　

小
学
生
と
保
護
者

定　

員　

各
20
人
（
先
着
順
）

問
合
せ　

須
坂
市
立
博
物
館

（
☎
２
４
５
‐
０
４
０
７
）

コ
ー
ス　

全
行
程
徒
歩

原
嘉
道
墓
碑
…
田
中
邦
治
像
…
臥

竜
山
百
番
観
音
…
頂
上
三
角
点
標

柱
…
北
峰
各
句
碑
・
絵
像
碑
…
臥

竜
山
古
墳
群
…
根
あ
が
り
ね
じ
れ

松
…
松
尾
台
…
観
音
橋
・
観
音
堂

…
堀
家
墓
所
・
直
虎
公
霊
廟
…
須

田
城
跡
…
竜
ヶ
池
記
念
碑
…
弁
天

島
…
菊
花
展
＆
お
団
子
茶
会

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

参
加
費　

４
５
０
円
（
保
険
料
・

団
子
代
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

10
月
10
日
㈫
～
27
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進

課
（
☎
２
４
５
‐
１
５
９
８
）

●
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー

　
ズ
須
坂
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー

　

ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
（
長
野
市
）

３
階
席
で
お
得
に
観
戦
で
き
ま

す
。

▼
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
、
高

校
生
は
無
料
招
待

▼
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
を
除
く
）
は
５
０
０
円
割
引

（
１
５
０
０
円
）

対
象
試
合　

仙
台
89
Ｅ
Ｒ
Ｓ
戦
▼

10
月
28
日
㈯
▼
29
日
㈰
午
後
２
時

５
分
～

申
込
方
法　

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ

リ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
７
日
㈯
～
20
日
㈮

問
合
せ　

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ

ア
ー
ズ
事
務
局

（
☎
２
１
４
‐
７
０
２
２
）申し込み

はこちら

ら
見
学
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
18
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午
（
午
前
９
時
45
分
受
付
）

集　

合　

奥
田
神
社

講　

師　

佐
藤
政
世
さ
ん
（
蔵
の

町
す
ざ
か
昔
を
語
る
会
）

コ
ー
ス　

勝
善
寺
…
三
社
神
社
…

普
願
寺
…
田
中
本
家
博
物
館

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
歩
き
や
す
い
服
装

参
加
費　

５
０
０
円
（
入
館
料
・

資
料
代
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　

10
月
10
日
㈫

主　

催　

中
央
地
域
づ
く
り
推
進

委
員
会

申
込
・
問
合
せ　

中
央
地
域
づ
く

り
推
進
委
員
会
事
務
局
（
中
央
地

域
公
民
館
）

（
☎
２
１
４
‐
６
０
８
６
）

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
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０
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リ
サ
イ
ク
ル
情
報

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
た
ん
す
▼
茶
箱
▼
梅
酒
用
ビ
ン

▼
鏡
台
▼
文
庫
本
用
本
棚
▼
花
台

▼
ド
レ
ッ
サ
ー
▼
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
用
ポ
ー
チ

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
バ
イ
オ
リ
ン
一
式
▼
猫
用
ケ
ー

募
集
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
11

日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

抽
選
日　

10
月
16
日
㈪
午
前
９
時

▼
旭
ヶ
丘
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）
…
１
戸

▼
北
旭
ヶ
丘
（
２
Ｋ
Ｙ
）
…
２
戸

▼
豊
丘
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）
…
６
戸

※
Ｙ
…
浴
槽
あ
り
・
Ｂ
…
浴
槽
な
し

※
連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す
。

※
市
税
条
件
な
ど
に
お
困
り
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
　
長
野
県
住
宅

供
給
公
社
須
坂
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
１
４
‐
５
６
２
０
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

善

意

の
窓

口

《
寄
附
》

▼
く
ま
す
ぎ
花
器
80
個
（
高
甫
小

学
校
で
行
う
「
花
育
」
の
花
器
と

し
て
）
…
長
野
森
林
組
合
様

　

所
属
す
る
団
体
や
事
業
所
な
ど

で
救
命
講
習
を
指
導
で
き
る
資
格

を
取
得
し
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
18
日
㈯
▼
25
日

㈯
▼
26
日
㈰
各
日
と
も
に
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
３
日

間
の
受
講
と
な
り
ま
す
）

と
こ
ろ　

須
坂
市
消
防
本
部

受
講
料　

無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
。

対　

象　

３
日
間
す
べ
て
受
講
で

き
る
方

※
須
高
地
域
在
住
の
方
、
須
高
地

域
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
優
先
。

定　

員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間 

10
月
16
日
㈪
～
11
月
２

●
応
急
手
当
普
及
員
講
習

日
㈭
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午

前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ　

消
防
署
消
防
係 

（
☎
２
４
５
‐
９
１
０
０
）

　

前
半
は
講
師
が
用
意
し
た
動
画

を
一
緒
に
編
集
し
、
後
半
は
自
分

で
実
践
し
ま
す
（
初
心
者
向
け
）。

と　

き　

11
月
25
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

高
甫
地
域
公
民
館

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
支
援
協
議
会

参
加
費　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

持
ち
物　

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま

た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
▼
筆
記
用
具

定　

員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　

10
月
６
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

高
甫
地
域
公
民

館
（
☎
２
４
８
‐
１
９
２
５
）

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

●
ス
マ
ホ
で
動
画
編
集
講
座

　

家
で
作
れ
る
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
を

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
４
日
㈪
午
前
10
時

～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

ち
ょ
っ
と
ご
ち
そ
う
ク

リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

▼
エ
プ
ロ
ン
▼
三
角
巾

▼
布
巾
▼
マ
ス
ク

対　

象　

▼
身
体
障
が
い
者
▼
知

的
障
が
い
者
▼
精
神
障
が
い
者

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈮
～
11
月

６
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
障
が
い
者
生
活
訓
練

　
講
座
（
料
理
教
室
）

ジ
▼
リ
ン
ゴ
箱
▼
ロ
ー
リ
ー
タ
ン

ク
▼
消
毒
用
タ
ン
ク

申
込
期
限　

10
月
10
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選　

10
月
16
日
㈪
午
前

※
希
望
者
が
複
数
人
と
な
っ
た
場

合
、
市
役
所
で
行
う
抽
選
会
に
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

●
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

と　

き　

10
月
31
日
㈫
午
後
６
時

30
分
～
８
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

演　

題　

「
子
ど
も
が
ス
マ
ホ
を

持
つ
と
き
、
大
人
や
家
族
が
す
べ

き
こ
と
～
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
人
権

侵
害
・
性
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
～
」

講　

師　

松
島
恒
志
さ
ん
（
子
ど

も
と
メ
デ
ィ
ア
信
州
代
表
）

と　

き　

10
月
25
日
㈬
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

テ
ー
マ　

「
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
」

講　

師　

中
川
智
之
さ
ん
（
臥
竜

の
里
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
指
圧
治
療
院

院
長
・
理
学
療
法
士
・
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
）

対　

象　

▼
介
護
し
て
い
る
方
▼

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
須
坂
や
す
ら
ぎ
の
園

（
☎
２
１
４
‐
２
６
１
１
）

申
込
期
限　

10
月
25
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）
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１歳児健康相談

１歳６カ月児健康診査

３歳児健康診査

もぐもぐ離乳食講座

かみかみ離乳食講座

対象者日健診名

令和５年６月１日～６月30日生

令和５年７月１日～７月31日生

令和４年９月16日～10月14日生

令和４年３月５日～４月７日生

令和３年９月２日～10月５日生

令和３年10月６日～10月27日生

令和２年９月20日～10月22日生

令和５年５月１日～５月31日生

令和５年１月１日～１月31日生

10/６㈮

11/10㈮

10/24㈫

10/20㈮

10/12㈭

11/７㈫

10/31㈫

11/２㈭

10/26㈭

【個別予防接種】（会場：各医療機関）

令和５年５月生 ＢＣＧ

麻しん・風しん１期、水痘令和４年10月生

予防接種名開始対象者

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

令和２年10月生

平成26年10月生

平成24年10月生

ロタウイルス、Ｂ型肝炎、
ヒブ・小児用肺炎球菌、
四種混合１期初回

令和５年８月生

※乳幼児健康診査・相談・離乳食講座は WEB 予約制です。実施日の２カ月前から３日前までに予約サイトから受付時間

を予約してください。

※その他詳細は健康カレンダーをご確認ください。

健康カレンダー

【乳幼児健康診査・相談・講座】（会場：保健センター）

予約サイト

【問合せ】

▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248-9023）

▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248-9018）

※咳
せ き

、発熱、喉の痛みなど風邪症状のある方

は、受診前に必ず電話してください。

※休日緊急診療室は、須高医師会、信州医療

センター、須高行政事務組合が共同で運営し

ています。

【県立信州医療センター】

　日曜日・祝日

　午前９時～正午、午後１時～５時

　問合せ　☎245‐1650

10月８日㈰…クスリのアオキ墨坂薬局

10月９日㈷…グリーン薬局

10月15日㈰…幸高中島ファミリー薬局

10月22日㈰…コスモス薬局

10月29日㈰…須坂まい薬局

11月３日㈷…さくら薬局

11月５日㈰…サンタグリーン薬局

※蔵の町薬局は、９日、11月３日を除き営業し

ます。

※薬局マツモトキヨシ芝宮前店は、15日を除

き営業します。

■シルバー人材センター入会説明（☎246-2003）

　18日㈬午後１時30分～

　ところ・問合せ　シルバー人材センター

各種相談・教室など税金などの納期限

日曜日・祝日の当番薬局

休日緊急診療室

乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

納期限・口座振替日　10月31日㈫

■市・県民税（普通徴収）…３期

■国民健康保険税（普通徴収）…４期

■後期高齢者医療保険料（普通徴収）…４期

■介護保険料（普通徴収）…７期
■うつ病の方の家族教室（要予約☎248-9023）

　19日㈭午後１時30分～３時30分

　問合せ　保健センター

■行政書士無料相談（要予約☎245-0031）

　23日㈪午後１時30分～４時

　ところ・問合せ　須坂商工会議所

■健康相談（要予約☎248-9023)

　月～金曜日※午前９時～午後４時

　ところ・問合せ　保健センター

■妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」

　（☎213-6400）

　月～金曜日※午前８時30分～午後５時15分

■教育相談室（☎248-0001）

　月～金曜日※午前８時30分～午後５時15分

　ところ　学校教育課

■悩み無料ダイヤル（☎0800-800-7223）

　月～金曜日※午前８時30分～午後５時15分

※祝日を除く

２歳児健康相談

■もの忘れ相談日

　25日㈬午前８時30分～午後５時15分

　ところ・問合せ

　▼地域包括支援センター（☎245-4566）

　▼地域包括支援センター須坂やすらぎの園

　　（☎214-2611）

３カ月児健康審査
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 中央児童センター　　　　馬場町 ☎245‐5010

幼
児
・親
子

11日㈬ 10:00～　臥竜公園を楽しもう！※

　　　　　　　　（要申込、４センター合同開催）

18日㈬ 11：00～　ハロウィン製作をしよう！

25日㈬ 11：00～　ハロウィンであそぼう♪

11月１日㈬ 11:00～　さつまいも掘りをしよう！

児
童

18日㈬ 16：00～　ハロウィン工作

25日㈬ 16：00～　秋の収穫祭

 南部児童センター　　　　屋部町 ☎248‐2330

幼
児
・親
子

11日㈬ 10:00～　臥竜公園を楽しもう！※

　　　　　　　　（要申込、４センター合同開催）

18日㈬ 11：00～　ハロウィンバッグ作り

25日㈬ 11：00～　ハロウィンであそぼう！

11月１日㈬ 11：00～　さつま芋収穫

児
童

６日㈮ 10：00～　カレー作り

12日㈭ 16:00～　ハロウィン飾り作り

26日㈭ 16:00～　ハロウィンお楽しみ会

 東部児童センター　　　　高橋町 ☎246‐0079

幼
児
・
親
子

11日㈬ 10：00～　臥竜公園を楽しもう！※

　　　　　　　　（要申込、４センター合同開催）

18日㈬ 11:00～　ハロウィン工作

25日㈬ 11:00～　ハロウィンミニ運動会

11月１日㈬ 11：00～　おいもをほろう！

児
童

６日㈮ 15：45～　トランポリン教室

18日㈬ 16:00～　ハロウィンおやつ釣り

25日㈬ 16:00～　認定会

 北部児童センター　　　　北旭ケ丘町 ☎248‐8381

幼
児
・親
子

11日㈬ 10：00～　臥竜公園を楽しもう！※

　　　　　　　　（要申込、４センター合同開催）

14日㈯ 10：00～　センター祭り♪

児
童

14日㈯ 10:00～　センター祭り♪

18日㈬ 15：30～　認定会

25日㈬ 15：30～　ハロウィンゲームをしよう！

子育て子育て支援支援センターセンター・児童・児童センターセンター

ブログ インスタグラム

児童センター

■利用申込

　子育て支援センターのみ予約制（先着順）

です。事前にお電話をお願いします（☎ 245-

6588）。

　その他の詳細は、各施設へお問い合わせくだ

さい。

☎245-6588子育て支援センター

市外局番…（026)
◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　

…
…　

「
メ
デ
ィ
ア
の
オ
フ
」
家
族
み
ん
な
で
「
会
話
オ
ン
」

須坂市ファミリー ・ サポート ・ センター

（子育て支援センター内）　☎477-2033

時　間　月～土曜日 9：00～17：00

　　　　（日曜日・祝日・年末年始を除く）

★１１日㈬　かのんぷ♪コンサート

　「音楽でハッピーのシェア」をテーマに活動

する夫婦アコースティックユニット「かのんぷ

♪」によるコンサートです。親子で楽しい時間

を過ごしましょう！

【ミニ講座（10:30～）】（当日、子育て支援セン

ターをご利用の方が参加できます）

★30日㈪　管理栄養士による食育相談

【子育て相談（11:00～）】

行事予定、様子を随時更新しています♪

子育て支援センター

ホームページ ブログ

★１２日㈭　ふれあい遊び

　体操をしたり、親子でふれあい遊びを楽しみ

ましょう！

【集まりの日（10:30～）】

★26日㈭　つくっcyao！（ハロウィン）

　親子でハロウィンの製作を楽しみましょう！

★11月２日㈭　おはなしポケット

　どんなお話がでてくるかな？楽しい時間を過

ごしましょう！

■利用時間

❤子育て支援センター　

　未就学児…月～土曜日 9:00～16:00

❤中央児童センター　

　未就学児・児童

　　…月～土曜日 10:00～12:00、14:00～18:00

❤南部・東部・北部児童センター　

　未就学児

　　…月～金曜日 10:00～12:00

　　…土曜日 10:00～12:00、14:00～18:00

　児童

　　…月～金曜日 14:00～18:00

　　　土曜日 10:00～12:00、14:00～18:00 ※10月11日の「臥竜公園を楽しもう！」は、最寄りの

　児童センターへお申し込みください。
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子育て

産後ケア事業をご利用ください

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

　　　　▼保健センター（☎026-248-9023）

　

市
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
出
産
や
子
育
て
は
、

不
安
を
感
じ
や
す
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
出
産
の
経
験
が
あ
る
方
で

も
、
上
の
お
子
さ
ん
を
育
児
し
な

が
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
お
世
話
す
る
こ

と
は
、
ま
た
違
っ
た
大
変
さ
が
あ

り
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

が
あ
る
時
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

育
児
や
出
産
後
の
体
の
回
復
に

不
安
が
あ
る
お
母
さ
ん
に
向
け
、

医
療
機
関
や
助
産
所
で
授
乳
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
育
児
相
談
な
ど
を
行

い
、
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

　

「
デ
イ
ケ
ア
（
日
帰
り
）
」
と

「
宿
泊
ケ
ア
」
が
あ
り
、
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
方
】

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次

の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
お
母
さ
ん
と
生
後
１
歳
未
満
の

お
子
さ
ん

・
育
児
に
不
安
が
あ
る

・
出
産
後
の
体
の
回
復
に
不
安
が

　

あ
る

・
産
後
の
経
過
に
応
じ
た
休
養
な

～子育てを応援します～

産
後
ケ
ア
事
業
と
は

利用できる

施設

●
一
緒
に
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を

し
て
も
ら
え
、
困
っ
た
と
き
に
は

す
ぐ
に
相
談
で
き
ま
し
た
。
利
用

後
は
、「
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も

自
分
で
で
き
る
」
と
、
自
信
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

●
出
産
後
、
退
院
し
て
か
ら
バ
タ

バ
タ
動
い
て
い
た
体
を
ゆ
っ
く
り

休
め
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

※生活保護世帯・市民税非課税世帯の方は無料です。

新
生
児
聴
覚
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

０
～
３
歳
ま
で
の
聞
こ
え

が
、
言
葉
な
ど
の
発
達
に
大
切

で
す
。
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
耳
の
聞
こ
え
に
く

さ
を
早
期
発
見
・
治
療
で
き
、

発
達
の
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
２
０
２
３
年
４
月

１
日
以
降
に
生
ま
れ
、
須
坂
市

に
住
民
票
が
あ
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
検
査
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
届
出

時
に
新
生
児
聴
覚
検
査
受
験
票

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
生
後
１
カ
月
以
内
に
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

里
帰
り
な
ど
で
、
県
外
で
検

査
を
受
け
た
場
合
も
助
成
の
対

象
（
償
還
払
い
）
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

▼
健
康
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

利
用
者
の
声

デイケア

（日帰り）

１日：3,000円（税込み）

※双子以上の場合、お子さん１人につき

　2,000円加算

　　　　 利用料金
（お母さんとお子さん１人分）

宿泊ケア

１日：7,500円（税込み）

※双子以上の場合、お子さん１人につき

　3,000円加算

【
利
用
日
数
・
料
金
】

　

原
則
と
し
て
７
日
間
ま
で
利
用

で
き
ま
す
（
継
続
し
て
保
健
指
導

が
必
要
な
場
合
は
、
７
日
を
超
え

て
利
用
可
能
）
。

※
宿
泊
ケ
ア
の
利
用
日
数
は
、
利

用
開
始
し
た
日
か
ら
計
算
し
、
１

泊
２
日
の
場
合
は
２
日
間
と
な
り

ま
す
。

※
デ
イ
ケ
ア
と
宿
泊
ケ
ア
を
組
み

合
わ
せ
た
利
用
も
で
き
ま
す
（
最

長
14
日
間
）
。

【
利
用
で
き
る
施
設
】

　

市
内
お
よ
び
近
隣
の
医
療
機
関

や
助
産
所
で
利
用
で
き
ま
す
。
施

設
に
よ
っ
て
対
応
可
能
な
月
齢
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
上
の
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
利

用
で
き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

施
設
名
は
左
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ど
が
必
要

・
家
族
な
ど
か
ら
の
援
助
が
受
け

　

ら
れ
な
い　

な
ど

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
健
康
づ
く
り
課
（
６
番
窓
口
・

本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
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第27回須坂健康まつり

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

 　　　（主催…須坂健康まつり実行委員会）

と　き　11月３日㈮　午前９時～正午

ところ　▼県立信州医療センター

　　　　▼須坂市子育て就労総合支援センターbota

イベント

　1987年に「健康づくり推進都市」を宣言した須坂市では、自分の健康は自分でつくり守るための、

健康づくりを実践する契機とするため、健康まつりを開催しています。

テーマ「広げよう 健康の輪 こころもからだも元気に！」

※車でお越しの場合は、県立信州医療センターの駐車場をご利用ください。botaにお越しの場合は、須坂駅前

　パーキングをご利用ください（駐車無料券をお渡しします）。

■催しもの

コーナー（実施団体） 内　容 会　場

「おくすり相談」
子ども向け薬剤師体験コーナー
（須高薬剤師会・県立信州医療センター）

白衣を着た薬剤師になって、処方箋に書かれた
品（お菓子）を薬袋に入れる模擬体験をします。
お菓子はプレゼントします。

県立信州医療
 センター

血糖値測定
（長野県臨床検査技師会北信支部）

指先から採血して、血糖値の測定と結果説明

まちの保健室
（長野県看護協会長野支部）

▼血圧・血管年齢測定▼健康・介護相談
▼看護系進路相談

正しく歩けていますか？
「かんたん歩行姿勢チェック」
（ながでんスイミングスクール須坂・須坂市）

▼歩行姿勢測定による推定歩行年齢チェック
▼測定結果に基づき運動・健康アドバイス

適塩で簡単みそ汁作り
（須坂市食生活改善推進協議会）

▼適正な塩分濃度で作った、みそ玉にお湯を注
ぐだけの簡単みそ汁をプレゼント▼みそ汁の塩
分濃度測定（ご家庭のみそ汁をお持ちください）

健康体操で元気に過ごそう
（須坂市保健補導員会）

健康体操「須坂エクササイズ」の紹介
※午前９時30分頃～エントランスホールにて

自立した生活を送るために
（轟病院）

介護予防体操を体験。参加者にcafé botaで使え
るスムージー１杯無料引換券をプレゼントしま
す。※午前10時～11時

bota（須坂駅前
 ビルシルキー
 １階）

同時開催同時開催

と　き　11月３日㈮　午前９時～正午　

ところ　県立信州医療センター

第19回信州医療センター病院祭第19回信州医療センター病院祭
テーマ「笑顔でつなごう、地域と医療テーマ「笑顔でつなごう、地域と医療」」

■催しもの

▼あなたの手はきれいに洗え

　ていますか？（手洗いチェ

　ック）

▼体組成分測定

▼生活習慣病を見直し糖尿病

　を予防しよう

▼結核について知ろう

▼認定看護師・特定看護師の

　活動報告

■医療講演会

　テーマ「シモのトラブル110番（あなたのお悩み解決します）」

と　き　午前10時30分～11時30分

ところ　エントランスホール

講演①　演題　「男はつらいよ！泌尿器科編」

　　　　講師　井川靖彦さん（信州医療センター泌尿器科部長）

講演②　演題　「女性も大変！貴女のトラブル解決法　婦人科編」

　　　　講師　飯髙雅夫さん（信州医療センター婦人科部長）

問合せ
県立信州医療センター
（☎026‐245‐1650）
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老
い
は
誰
に
で
も
平
等
に
や
っ

て
き
ま
す
。
避
け
ら
れ
な
い
か
ら

こ
そ
、「
老
い
方
」
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

須
高
地
域
で
活
動
す
る
住
民
主

体
の
集
ま
り
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

ま
つ
ぼ
っ
く
り
」
の
活
動
紹
介
も

行
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
29
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

演　

題　

「
笑
顔
で
介
護
、介
護
で

笑
顔
」

講　

師　

丸
尾
多
重
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ど
い
場
さ
く
ら
ち
ゃ

ん
理
事
長
）

定　

員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

※
後
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
と

グ
ー
ラ
イ
ト
に
よ
る
放
送
で
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
突
然
の
事

故
や
病
気
で
意
識
が
な
く
な

り
、
人
工
呼
吸
器
な
し
で
は
呼

吸
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
た

場
合
や
、
認
知
症
な
ど
で
意
思

決
定
能
力
が
な
く
な
り
、
自
分

の
考
え
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

　

あ
な
た
が
延
命
治
療
を
希
望

し
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
医

療
側
か
ら
延
命
治
療
を
す
る
か

ど
う
か
聞
か
れ
た
ご
家
族
は
判

断
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
望
む
最
期
と
な
る

よ
う
、
あ
な
た
の
意
思
を
、
ご

家
族
に
伝
え
、
話
し
合
い
、
書

面
に
残
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
は
自
分
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
の
迷
い
を

救
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

須
高
地
域
医
療
福
祉
推
進
協

議
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

「
元
気
な
と
き
か
ら
自
分
が
ど

ん
な
最
期
を
望
む
の
か
を
考

え
、
家
族
と
も
話
し
合
い
、
人

生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

す
ざ
か
マ
イ
・
ノ
ー
ト

　

自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
見
つ
め
る

き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
須
坂
市
民
の
方
向
け
に
市

独
自
で
作
成
し
た
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
で
す
。

リビング・ウィルの表紙

　

自
分
の
延
命
治
療
で
希
望
す

る
こ
と
、
し
な
い
こ
と
、
自
分

の
最
期
を
ど
う
迎
え
た
い
か
を

書
き
記
し
て
お
く
「
生
前
の
意

思
表
明
」
で
す
。
専
用
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
に
記
入
し
、
署

名
・
捺
印
し
て
お
く
こ
と
で
、

本
人
の
意
思
と
し
て
尊
重
さ
れ

自
分
が
望
む
最
期
を
迎
え
る
た
め
に

「
自
分
の
思
い
」
を
書
い
て
、
伝
え
よ
う

問
合
せ
　
地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
１
０
１
）

療
・
ケ
ア
の
意
思
表
明
が
で
き

る
」
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
の
こ
れ
ま
で
、私
の
い
ま
、

私
の
こ
れ
か
ら
、
私
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
私
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ

ン
ド
プ
ラ
ン
な
ど
、
各
項
目
に

対
し
ノ
ー
ト
へ
記
入
す
る
こ
と

で
「
自
分
は
こ
う
し
た
い
、
こ

う
生
き
て
い
き
た
い
」
と
い
う

思
い
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
定
期
的
に
見
直
し

な
が
ら
、
終
活
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
方
に
は
、
一
人
１

冊
、
高
齢
者
福
祉
課
窓
口
で
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
０ すざかマイ・ノートの表紙

市ホーム
ページ

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル

ま
す
。
現
在
の
意
思
表
示
で
あ

り
、
内
容
の
変
更
・
撤
回
は
い

つ
で
も
で
き
ま
す
。

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

第第
1212
回
須
高
地
域
医
療
福
祉

回
須
高
地
域
医
療
福
祉

を
考
え
る
集
い

を
考
え
る
集
い

希望
する

希望
しない

経管栄養

鼻から胃への
チューブ

胃ろう

点滴

腕や足からの
点滴

中心静脈栄養

皮下注射

血圧を上げる薬・心臓の
働きを強める薬の使用

輸血

人工透析

気道確保
気管挿管

気管切開

人工呼吸器の使用（装着）

心臓マッサージなどの
心肺蘇生

抗がん剤の使用

私の最期が近づいたときの延命
治療について希望すること
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ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

｢

５
Ｒ｣

を
実
践
し
よ
う

可
燃
ご
み
の
量

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量

10
月
は
「
ご
み
減
量
強
化
月
間
」

ご
み
処
理

問
合
せ　

生
活
環
境
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

　

普
段
何
気
な
く
捨
て
て
い
る
ご

み
で
す
が
、
ご
み
の
処
理
に
は
多

額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
は
約
４
億
５
８

０
０
万
円
の
処
理
費
用
が
か
か
り

ま
し
た
。
市
民
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
約
９
１
７
５
円
の
負
担

に
な
り
ま
す
。

　
一
人
が
一
日
に
出
す
ご
み
の
量

を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
長
野

県
は
８
０
０
ｇ
で
、
全
国
で
２
番

目
に
少
な
い
で
す
（
２
０
２
１
年

度
実
績
）。

　

須
坂
市
は
７
３
９
ｇ
で
県
全
体

の
平
均
よ
り
少
な
く
、
県
内
19
市

の
中
で
６
番
目
に
少
な
い
で
す
。

　
10
年
前
よ
り
可
燃
ご
み
の
全
体

量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
（
右
下

の
表
参
照
）
、
年
間
の
一
人
当
た

り
の
排
出
量
は
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
可
燃
ご
み
に
は
古
紙

リ
フ
ュ
ー
ズ(

R
e
f
u
s
e
)

　

不
要
な
物
は
買
わ
な
い
、
も
ら

わ
な
い
こ
と
。

▼
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
割
り

箸
な
ど
を
も
ら
わ
な
い
。

リ
デ
ュ
ー
ス(

R
e
d
u
c
e
)

　

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
。

▼
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は
詰
め
替
え

で
き
る
商
品
を
選
ぶ
。

▼
マ
イ
箸
、マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
う
。

▼
生
ご
み
を
捨
て
る
際
は
水
を
切

っ
て
乾
燥
さ
せ
る
。

リ
ユ
ー
ス(
R
e
u
s
e
)

　

繰
り
返
し
大
切
に
使
う
こ
と
。

▼
必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲
る
。

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
市
の
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
を
利
用
す
る
。

リ
ペ
ア(

R
e
p
a
i
r
)

　

修
理
し
て
使
う
こ
と
。

▼
壊
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
捨
て
ず

に
修
理
し
て
使
う
。

リ
サ
イ
ク
ル(

R
e
c
y
c
l
e
)

　

使
え
な
く
な
っ
た
物
を
原
料
と

し
て
作
り
変
え
る
こ
と
。

▼
古
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
缶
・
び

ん
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
の

資
源
を
正
し
く
分
別
す
る
。

▼
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
。

▼
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
購
入
す
る
。

　

他
に
も
不
要
に
な
っ
た
も
の
を

加
工
し
て
、
別
の
価
値
あ
る
も
の

に
作
り
替
え
る
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
」（
不
要
な
服
か
ら
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
を
作
る
な
ど
）
の
取
り
組
み
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■可燃ごみ量の推移（各年10月1日時点）

2012 10,657 52,591 202.6

可燃ごみ
  （t）

人口（人）
年間一人
当たり（kg）

2020 10,388 50,367 206.2

2021 10,493 50,145 209.3

2022 10,564 49,864 211.9

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
多
く
混

ざ
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
減
量
強
化

月
間
中
は
、
い
つ
も
よ
り
ご
み
を

減
ら
す
行
動
を
心
が
け
て
み
ま

し
ょ
う
。年度

善
行
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

善
行
賞

　

善
行
賞
は
２
０
０
６
年
度
に
制

定
し
た
賞
で
、
▼
奉
仕
賞
▼
親
切

賞
▼
学
芸
賞
▼
努
力
賞
▼
挨あ

い
さ
つ拶

賞

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
、
自
己
啓
発
に
努
め
て
い
る
児

童
青
少
年
を
褒
め
る
こ
と
で
、
家

庭
や
地
域
の
中
で
ふ
れ
あ
う
機
会

を
増
や
し
、
さ
ら
な
る
健
全
育
成

を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
ま
で
に
77
件
の
団
体
・
個
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。
過
去
の
受
賞

者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

受
賞
者
（
奉
仕
賞
）　

仁
礼
小
学
校

環
境
委
員
会
（
児
童
13
人
）

受
賞
理
由　

全
校
に
呼
び
掛
け
て

ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源
を
回
収

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
長
年
続

け
て
い
る
。
そ
の
収
益
で
、
地
元

の
福
祉
施
設
に
長
椅
子
や
車
椅
子

を
寄
贈
し
、
地
域
社
会
へ
の
奉
仕

活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

須
坂
市
児
童
青
少
年
育
成
委
員

会
で
は
、
善よ

い
行
い
を
し
て
い
る

児
童
青
少
年
に
善
行
賞
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
に
善
い
行
い
を
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、
地

域
や
小
・
中
・
高
校
に
い
る
児
童

青
少
年
育
成
委
員
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

善
行
賞
候
補
の
児
童
・
生
徒

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

受賞者

一覧

車椅子贈呈の様子
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「
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
井
上
陽
介
隊
員
と
市
内
高
校
生

46
人
が
、
地
域
の
方
と
の
多
世
代

交
流
な
ど
を
通
し
、
高
校
生
自
身

の
成
長
や
地
域
活
性
化
を
目
指
し

て
２
０
２
１
年
12
月
か
ら
活
動
し

て
い
る
団
体
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
高
校
生
が

町
へ
飛
び
出
す
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
高
校
生
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
古
民
家
の
改
修
を
行
い
、

２
０
２
３
年
２
月
に
自
主
学
習
施

設
「c

o
t
o
2

」
（
須
坂
市
大
字
須

坂
１
４
５
７
‐
８
）
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
月
に
延
べ

１
０
０
０
人
以
上
の
高
校
生
が
勉

強
な
ど
に
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

★
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　

「
町
の
人
通
り
を
増
や
し
た

い
」、「
地
域
内
の
交
流
の
場
を
作

り
た
い
」、「
地
域
み
ん
な
で
楽
し

い
思
い
出
を
作
り
た
い
」
と
の
思

い
を
込
め
、c

o
t
o
2

周
辺
を
会
場

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
10
月
29
日
㈰

に
開
催
し
ま
す
。

　

高
校
生
た
ち
は
、
地
域
の
方
か

ら
「
昔
は
こ
こ
一
帯
が
お
店
で
賑

わ
っ
て
い
た
」
と
聞
き
、
「
思
い

出
あ
ふ
れ
る
今
ド
キ
商
店
街
」
を

イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
楽
し

め
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

問
合
せ　

レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
井
上
）
（
☎
０
９
０

‐
５
３
１
５
‐
２
１
６
６
）

LetLet''s try projects try project
～思い出あふれる今ドキ～思い出あふれる今ドキ
商店街を再現したい！～商店街を再現したい！～
秋イベントを計画中です秋イベントを計画中です

ホーム

ページ

インスタ

グラム

▲９月15日には地元区の役員

さんなどと、イベントに向け

て意見交換を行いました。

▲改修の様子（壁

のしっくい塗り）

コ
ト
コ
ト

イベント実行委員会メンバーイベント実行委員会メンバー

●「
旅
す
る
北
信
濃
」で
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
で
き
ま
す

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
専
用
サ
ー
ビ
ス
「
旅
す
る
北
信

濃
」
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
電
子

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
で
き
ま
す
。
中

学
生
以
上
１
０
０
円
引
き
、
小
学

生
50
円
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

紅
葉
期
の
米
子
大
瀑
布
は
来
訪

者
が
増
え
る
た
め
、
道
路
お
よ
び

駐
車
場
の
混
雑
対
策
と
し
て
、
マ

イ
カ
ー
規
制
お
よ
び
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
カ
ー
規
制
日
以
外
は
駐
車
場
誘

導
員
を
配
備
し
ま
す
。
駐
車
場
利

用
時
は
、
協
力
金
の
ご
負
担
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
マ
イ
カ
ー
規
制
お
よ
び
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
】

　

紅
葉
の
見
頃
予
想
時
期
の
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
、
終
日
、
ア
ク

セ
ス
道
路
で
あ
る
林
道
米
子
不
動

線
の
マ
イ
カ
ー
規
制
（
タ
ク
シ
ー

と
二
輪
車
は
除
く
）
を
実
施
し
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

と　

き　

▼
10
月
７
日
㈯
▼
８
日

㈰
▼
９
日
㈪
▼
14
日
㈯
▼
15
日
㈰

▼
21
日
㈯
▼
22
日
㈰

バ
ス
運
行
区
間　

湯
っ
蔵
ん
ど
～

米
子
大
瀑
布
駐
車
場

バ
ス
運
行
時
間　

時
刻
表
参
照

問合せ　商業観光課（☎026-248-9005）

■シャトルバス時刻表

※乗車時間は約50分です。

バ
ス
乗
車
運
賃
（
往
復
）

▼
中
学
生
以
上
１
５
０
０
円

▼
小
学
生
７
５
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

マ
イ
カ
ー
駐
車
場　

湯
っ
蔵
ん
ど

周
辺
の
駐
車
場
（
誘
導
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

マイカー規制・駐車場協力金にご協力をマイカー規制・駐車場協力金にご協力を
お願いしますお願いします

米米
よ なよ な

子子
ここ

大大
だ い ば くだ い ば く

瀑瀑布布
ふふ

がが
　　紅葉期を迎えます　　紅葉期を迎えます

米
子
大
瀑
布
に

お
越
し
い
た
だ
く
方
へ

　

米
子
大
瀑
布
は
山
間
部
の
た

め
天
気
が
急
変
し
や
す
く
、
ま

た
、
日
の
入
り
が
早
く
気
温
も

下
が
り
ま
す
。
雨
具
や
防
寒
具

な
ど
の
装
備
を
整
え
、
早
め
の

行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

【
駐
車
場
協
力
金
の
お
願
い
】

と　

き　

10
月
10
日
㈫
～
29
日
㈰

の
マ
イ
カ
ー
規
制
を
行
わ
な
い
日

協
力
金　

５
０
０
円
（
１
台
）

湯っ蔵んど発
（上り）

米子大瀑布発
（下り）

始発 7：30 始発 9：20

約30分おきに運行

最終 13：00 最終 16：00

旅する
北信濃






	広報須坂　令和5年10月号
	特集「須坂市のブドウ・リンゴ」
	特集「2022年度決算状況の報告」
	2022年度決算審査意見書
	マイナンバーカード交付申請手続きの自宅訪問サービスをご利用ください
	インフルエンザの流行を防止するために予防接種を受けましょう
	２０２４年度の放課後児童クラブ登録申請が始まります
	保育園・認定こども園などの入園受付のお知らせ
	ひきこもりで悩んでいませんか
	長野県価格高騰特別対策支援金
	10月16日～22日は「行政相談週間」
	信州須坂図書館まつり2023
	みんなの広場　お便り紹介コーナー
	市長のいきいき通信
	情報ファイル
	市営住宅入居者募集
	税金などの納期限
	休日緊急診療室
	各種相談・教室など
	日曜日・祝日の当番薬局
	乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種
	子育て支援センター・児童センター
	産後ケア事業をご利用ください
	第27回須坂健康まつり
	第19回信州医療センター病院祭
	地域医療福祉ネットワークの窓
	第12回須高地域医療福祉を考える集い
	10月は「ごみ減量強化月間」
	善行賞おめでとうございます
	米子大瀑布が紅葉期を迎えます
	みてみて すざかしどうぶつえん
	なぞときＦＵＮロゲイニング
	信州須坂の台所




